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一
一
九

東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
六
〕

─
232
行
～
301
行

─

小　

林　

真
由
美

凡
例

【
影
印
】

　

昭
和
十
四
年
刊
複
製
本
『
華
厳
文
義
要
決　

東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
佐
藤
達
次
郎
刊
）
の
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
を
撮
影
し
た
。

上
部
に
、
築
島
裕
編
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
平
成
十
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
る
行
番
号
を
記
し
た
。

【
翻
刻
】

　

翻
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
本
文
翻
刻
に
準
拠
す
る
。
旧
字
・
異
体
字
・
略
字
・
俗
字
は
原
則
的
に
現
行
の
新
字



一
二
〇

体
に
あ
ら
た
め
た
。
但
し
「
无
」「
寶
」「
珎
」「
尓
」「
旦
（
檀
）」
は
あ
ら
た
め
な
か
っ
た
。
片
仮
名
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
甲
類

の
コ
は
「
古
」、
乙
類
の
コ
は
「
己
」、
ア
行
の
エ
は
「
衣
」、
ヤ
行
の
エ
は
「
エ
」、
ワ
行
の
エ
は
「
ヱ
」
と
表
記
し
た
。

○
内
の
算
用
数
字
は
、
本
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
に
付
け
た
番
号
で
あ
る
。
→
は
連
絡
線
の
始
点
を
、
←
は
連
絡
線
の
終
点
を
示

し
、
①
→　

←
①
が
一
本
の
連
絡
線
を
示
す
。

　

□　

＝
欠
損
や
擦
消
な
ど
に
よ
り
解
読
不
能
の
文
字
。

　
〔　

〕
＝
解
読
困
難
ま
た
は
解
読
不
能
だ
が
、
先
行
書
の
解
読
に
よ
っ
て
挿
入
す
る
文
字
。

　
　
　

＝
章
段
の
文
頭
を
示
す
と
思
わ
れ
る
鉤
点
。

　
　
　

・
○
＝
廓
（
囲
み
線
）
で
抹
消
さ
れ
た
文
字
。

　
　

翻
刻
の
行
頭
の
数
字
は
、
行
番
号
を
示
す
。

【
読
み
下
し
文
】

　

翻
字
、
記
号
等
は
、【
翻
刻
】
に
準
ず
る
。
連
絡
線
で
挟
ま
れ
た
部
分
は
、（　

）
の
中
に
入
れ
て
連
絡
線
の
番
号
を
記
し
た
。
例

え
ば
、
連
絡
線
①
で
挟
ま
れ
て
い
る
部
分
は
、（
①
釈
迦
如
来
を
…
）
と
し
た
。
連
絡
線
が
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
外
側

を
【　
　

】
に
い
れ
、【
①
釈
迦
如
来
を
…
（
②
薬
師
如
来
を
…
）】
と
し
た
。
別
案
と
思
わ
れ
る
語
句
は
／
で
示
し
た
。

【
文
意
】

　

主
に
現
代
語
訳
で
あ
る
が
、
適
宜
補
足
や
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
連
絡
線
は
【
読
み
下
し
文
】
と
同
様
に
表
記
す
る
。



東大寺諷誦文稿注釈〔六〕

一
二
一

【
語
注
】

　

行
頭
の
数
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
行
番
号
で
あ
る
。
掲
出
語
句
と
順
番
は
【
読
み
下
し
文
】
に
よ
る
。

　
「
中
田
書
」
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
略
。『
総
索
引
』
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の

略
。「
築
島
「
小
考
」」
は
、
築
島
裕
「
東
大
寺
諷
誦
文
小
考
」（『
国
語
国
文
』
第
二
十
三
巻
第
五
号
、
一
九
五
四
年
五
月
）
の
略
。

　

本
稿
は
、
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
─
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
─
」
付
録
「
東
大
寺
諷
誦

文
稿
注
釈
」
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
注
釈
の
続
稿
で
あ
る
。

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
一
〕
─
１
行
～
40
行
─
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六
輯
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
二
〕
─
41
行
～
79
行
─
」（
同
、
第
三
十
七
輯
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
三
〕
─
80
行
～
122
行
─
」（
同
、
第
三
十
八
輯
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
四
〕
─
123
行
～
167
行
─
」（
同
、
第
三
十
九
輯
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
五
〕
─
168
行
～
231
行
─
」（
同
、
第
四
十
輯
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
複
製
本
の
影
印
に
関
し
て
、
原
本
旧
所
蔵
者
で
あ
り
複
製
本
の
刊
行
者
で
あ
る
佐
藤
家
よ
り
ご
快
諾
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
二
九

【
翻
刻
】（
232
～
236
行
）

232
当
来
世
中　

修
檀
波
羅
蜜
行　

不
習
慳
貪
之
行　

堕
餓
鬼
道
中
故　

修
持尸

戒羅

波
羅
蜜

233
不
習
破
戒
之
行　

堕
地
獄
道中

故　

修
羼
提
波
羅
蜜　

不
習
瞋
恚
之
行　

堕
毒
蛇
中
故

234
修
毗
梨
耶
々
々
　々

不
習
懈
怠
之
行　

生
死
ニ
久
廻　

不
成
仏
故　

修
禅
那
々
々
　々

不
習
散
乱
之

235
行　

不
出
離
三
界
囹
故　

修
般
若
波
々
　々

不
習
愚
癡
之
行　

法
門
无
尽
我
必
知
願
行
无

236
量
我
必
修　

願
我
速
知
一
切
法　

度
一
切
衆
云　

乗
般
若
船　

渡
苦
海
云　

我
若
向
刀
山
云

【
読
み
下
し
文
】（
232
～
236
行
）

　

当
来
世
ノ
中
ニ
、
檀
波
羅
蜜
ノ
行
ヲ
修
シ
テ
、
慳
貪
ノ
行
ヲ
習
ハ
ズ
ア
レ
。
餓
鬼
道
ノ
中
ニ
堕
ス
ル
ガ
故
ニ
。
持
戒
／
尸
羅
／
波

羅
蜜
ヲ
修
シ
テ
、
破
戒
ノ
行
ヲ
習
ハ
ズ
ア
レ
。
地
獄
道
ノ
中
ニ
堕
ス
ル
ガ
故
ニ
。
羼
提
波
羅
蜜
ヲ
修
シ
、
瞋
恚
ノ
行
ヲ
習
ハ
ズ
ア

レ
。
毒
蛇
ノ
中
ニ
堕
ス
ル
ガ
故
ニ
。
毗
梨
耶
波
羅
蜜
ヲ
修
シ
、
懈
怠
ノ
行
ヲ
習
ハ
ズ
ア
レ
。
生
死
ニ
久
シ
ク
廻
リ
テ
仏
ト
成
ラ
ザ
ラ

ム
ガ
故
ニ
。
禅
那
波
羅
蜜
ヲ
修
シ
、
散
乱
ノ
行
ヲ
習
ハ
ズ
ア
レ
。
三
界
ノ
囹
ヲ
出
離
セ
ザ
ラ
ム
ガ
故
ニ
。
般
若
波
羅
蜜
ヲ
修
シ
、
愚

癡
ノ
行
ヲ
習
ハ
ズ
ア
レ
。
法
門
ハ
无
尽
ナ
レ
ド
モ
我
必
ズ
知
ラ
ム
。
願
行
ハ
无
量
ナ
レ
ド
モ
我
必
ズ
修
セ
ム
。
願
ハ
ク
ハ
我
速
カ
ニ

一
切
ノ
法
ヲ
知
リ
テ
、
一
切
衆
ヲ
度
セ
ム
云
。
般
若
ノ
船
ニ
乗
リ
テ
、
苦
海
ヲ
渡
ラ
ム
云
。　

我
若
シ
刀
山
ニ
向
カ
ハ
バ
云
。

【
解
説
】（
232
～
236
行
）

▼
232
～
241
行
、
擦
消
。



一
三
〇

▽
232
～
236
行　

来
世
に
お
け
る
六
波
羅
蜜
（
菩
薩
の
修
行
の
完
成
）
と
四
弘
誓
願
（
仏
・
菩
薩
が
お
こ
す
誓
願
）
を
誓
う
詞
章
。
こ

の
文
章
が
四
弘
誓
願
の
日
本
に
お
け
る
も
っ
と
も
早
い
用
例
と
さ
れ
る
。
四
弘
誓
願
は
『
摩
訶
止
観
』（
巻
第
五
上
、
巻
第
十

下
）、『
心
地
観
経
』（
巻
第
七
）、『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』（
巻
第
五
十
一
）
な
ど
に
説
か
れ
る
。

　
　
　

一
「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」（『
摩
訶
止
観
』）、「「
誓
度
一
切
衆
生
」（『
心
地
観
経
』）

　
　
　

二
「
煩
悩
無
数
（
量
）
誓
願
断
」（『
摩
訶
止
観
』）、「
誓
断
一
切
煩
悩
」（『
心
地
観
経
』）

　
　
　

三
「
法
門
無
量
（
尽
）
誓
願
知
」（『
摩
訶
止
観
』）、「
誓
学
一
切
法
門
」（『
心
地
観
経
』）

　
　
　

四
「
無
上
仏
道
誓
願
成
」（『
摩
訶
止
観
』）、「
誓
証
一
切
仏
果
」（『
心
地
観
経
』）

　
　

四
弘
誓
願
は
242
～
245
行
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
心
地
観
経
』
巻
第
七
（
波
羅
蜜
多
品
）
に
十
波
羅
蜜
が
説
か
れ
て
お
り
、

第
七
願
波
羅
蜜
の
中
で
四
弘
誓
願
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
六
波
羅
蜜
と
四
弘
誓
願
の
組
み
合
わ
せ
は
『
心
地
観
経
』
を
参
考
に

し
た
か
。

【
文
意
】（
232
～
236
行
）

　

来
世
で
は
、
檀
（
布
施
）
波
羅
蜜
の
修
行
を
し
て
、
慳
貪
の
行
を
習
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
餓
鬼
道
に
堕
し
て
し
ま
う
の
で
。

尸
羅
（
持
戒
）
波
羅
蜜
の
行
を
修
し
て
、
破
戒
の
行
を
習
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
地
獄
道
に
堕
し
て
し
ま
う
の
で
。
羼
提
（
忍

辱
）
波
羅
蜜
を
修
し
て
、
瞋
恚
の
行
を
習
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
毒
蛇
の
中
に
生
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
。
毗
梨
耶
（
精
進
）
波
羅

蜜
を
修
し
て
、
懈
怠
の
行
を
習
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
生
死
輪
廻
を
永
遠
に
繰
り
返
し
て
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
。
禅

那
（
禅
定
）
波
羅
蜜
を
修
し
て
、
散
乱
の
行
は
習
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
三
界
の
牢
屋
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
。
般
若
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一
三
一

（
智
慧
）
波
羅
蜜
を
修
し
、
愚
癡
の
行
は
習
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。

　

法
門
は
尽
き
な
い
が
私
は
必
ず
学
ぼ
う
。
願
の
行
は
量
り
し
れ
な
い
が
必
ず
修
行
し
よ
う
。
願
わ
く
は
速
や
か
に
一
切
の
法
を
知

り
、
一
切
衆
生
を
救
済
し
て
覚
り
に
わ
た
そ
う
云
。
智
慧
の
船
に
乗
っ
て
、
苦
し
み
の
海
を
渡
ろ
う
云
。　

私
が
も
し
地
獄
の
刀
の

山
に
向
か
う
の
な
ら
云
。

【
語
注
】（
232
～
236
行
）

232
当
来
世　

来
世
。

232
檀
波
羅
蜜　

布
施
波
羅
蜜
。
他
人
に
財
物
や
教
え
を
与
え
る
こ
と
。
波
羅
蜜
は
悟
り
に
至
る
修
行
。
六
波
羅
蜜
（
菩
薩
に
課
せ
ら

れ
る
六
の
実
践
徳
目
）
の
一
。

232
慳
貪　

物
惜
し
み
と
貪
り
。
最
も
根
本
的
な
三
種
の
煩
悩
、
三
毒
（
貪
・
瞋
・
癡
）
の
一
。

232
餓
鬼
道　

常
に
飢
渇
に
苦
し
む
世
界
。
六
道
の
一
。

232
持
戒
／
尸
羅
／
波
羅
蜜　

一
切
の
戒
律
を
守
る
こ
と
。
六
波
羅
蜜
の
二
。

233
羼
提
波
羅
蜜　

忍
辱
波
羅
蜜
。
苦
難
に
耐
え
忍
ぶ
こ
と
。
六
波
羅
蜜
の
三
。

233
瞋
恚　

怒
り
憎
む
こ
と
。
三
毒
の
一
。

234
毗
梨
耶
波
羅
蜜　

精
進
波
羅
蜜
。
仏
道
を
た
ゆ
ま
ず
に
実
践
す
る
こ
と
。
六
波
羅
蜜
の
四
。

234
禅
那
波
羅
蜜　

禅
定
波
羅
蜜
。
精
神
を
統
一
し
、
真
理
を
思
惟
す
る
こ
と
。
六
波
羅
蜜
の
五
。



一
三
二

235
般
若
波
羅
蜜　

真
理
の
智
慧
を
得
る
こ
と
。
六
波
羅
蜜
の
六
。

235
愚
癡　

愚
か
で
あ
る
こ
と
。
三
毒
の
一
つ
。

235
法
門
ハ
无
尽
ナ
レ
ド
モ　

四
弘
誓
願
の
三
、「
法
門
無
尽
誓
願
知
」（『
摩
訶
止
観
』
巻
第
十
下
）。
仏
法
の
す
べ
て
を
学
び
知
ろ
う

と
い
う
誓
願
。

235
願
行
ハ
无
量
ナ
レ
ド
モ　
『
心
地
観
経
』
波
羅
蜜
多
品
の
第
七
願
波
羅
蜜
を
ふ
ま
え
て
い
る
か
。

236
我
速
カ
ニ
一
切
ノ
法
ヲ
知
リ
テ　

前
々
項
（「
法
門
ハ
无
尽
く
ナ
レ
ド
モ
」）
に
同
じ
く
四
弘
誓
願
の
三
、「
誓
学
一
切
法
門
」

（『
心
地
観
経
』）。

236
一
切
衆
ヲ
度
セ
ム　

四
弘
誓
願
の
一
。「
誓
度
一
切
衆
生
」（『
心
地
観
経
』）。

236
刀
山　

地
獄
に
あ
る
と
い
う
刀
の
山
。
319
行
に
も
み
え
る
。

【
翻
刻
】（
237
～
241
行
）

237
覧
世
間　

无
親
ヨ
族
ヤ
而
多
病
憂
ル
徒　

无
妻
子
而
多
死
別
之
輩　

誰
人
カ
救
済

238
家
貧
ク
絶
ニ
タ
ル
後
シ
リ
前
サ
キ
人
ハ　

那
落
迦
而
号
叫
扶
ヨ
ト
我
ヲ　

无
可
奉相
済
之
人
モ

押
印
仏
一
枚
之

239
紙　

又
餓
鬼
道
而
哭
吟
サ
マ
助ヨ
ヘ

我ト
モ　

无
可
奉相
扶
之
人
モ

衆
僧
ニ　

一
枚
銭
モ　

如
是
无
依
无
怙
之
徒

240
多
亡
道
路
中　

東ヒ
ム
ノ
国
ノ
人
ハ
道
ノ
辺
曝
サ
ラ
シ
骸
ヲ
ハ　

西
ノ
□国

ノ
人
ハ
水
中
没
魂
ヲ

241
以
今
日
一
渧
之
功
徳　

救
済
如
是
浮
游
霊
等　

速
解
脱
十
八
泥
梨　

令
招
人
天
之
勝
利
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一
三
三

【
読
み
下
し
文
】（
237
～
241
行
）

　

世
間
ヲ
覧
ル
ニ
、
親
ヨ
リ
ド
コ
ロ

族ヤ
カ
ラ

无
ク
シ
テ
病
憂
フ
ル
徒
多
ク
、
妻
子
无
ク
シ
テ
死
ニ
別
レ
タ
ル
輩
多
シ
。
誰
ノ
人
ガ
救
済
セ
ム
。
家

貧
シ
ク
シ
テ
後シ
リ

前サ
キ

絶
エ
ニ
タ
ル
人
ハ
、
那
落
迦
ニ
シ
テ
我
ヲ
扶タ
ス

ケ
ヨ
ト
号オ
ラ

ビ
叫
ベ
ド
モ
、
印
仏
ヲ
押
シ
奉
ル
可
キ
一
枚
ノ
紙
モ
／
相

ヒ
済
ハ
ム
人
モ
／
无
シ
。
又
、
餓
鬼
道
ニ
シ
テ
我
ヲ
助
ケ
ヨ
ト
哭
キ
吟サ
マ
ヨヘ

ド
モ
、
衆
僧
ニ
奉
ル
可
キ
一
枚
ノ
銭
モ
／
相
扶
ク
ル
人
モ

／
无
シ
。
是
ノ
如
ク
依
无
ク
怙
无
キ
徒
ハ
多
ク
道
路
ノ
中
ニ
亡
セ
タ
リ
。
東
ヒ
ム
カ
シノ

国
ノ
人
ハ
道
ノ
辺
ニ
骸
ヲ
バ
曝サ
ラ

シ
、
西
ノ
国
ノ
人
ハ

水
ノ
中
ニ
魂
ヲ
没
メ
タ
リ
。

　

今
日
、
一
渧
ノ
功
徳
ヲ
以
テ
、
是
ノ
如
キ
浮
游
ス
ル
霊
等
ヲ
救
済
セ
ム
。
速
カ
ニ
十
八
泥
梨
ヨ
リ
解
脱
シ
、
人
天
ノ
勝
利
ヲ
招
カ

令
メ
ム
。

【
解
説
】（
237
～
241
行
）

▽
237
～
241
行　

貧
し
く
身
寄
り
が
な
く
、
行
路
で
亡
く
な
っ
た
者
た
ち
を
供
養
す
る
詞
章
。
325
～
331
行
に
も
、
東
国
と
西
国
の
旅
路

の
途
中
で
亡
く
な
っ
た
者
た
ち
を
悼
む
詞
章
が
あ
る
。

【
文
意
】（
237
～
241
行
）

　

こ
の
世
の
中
を
見
る
と
、
家
族
も
親
類
も
な
く
病
気
に
憂
え
る
者
が
多
く
、
妻
子
が
な
く
死
に
別
れ
る
者
が
多
い
。
そ
う
い
う
者

た
ち
を
一
体
誰
が
救
済
す
る
だ
ろ
う
。
家
が
貧
し
く
て
親
も
子
も
死
に
絶
え
た
人
は
、
地
獄
で
私
を
助
け
て
く
れ
と
泣
き
叫
ぶ
け
れ

ど
も
、
印
仏
を
押
す
紙
の
一
枚
も
／
供
養
し
て
地
獄
か
ら
救
い
出
し
て
く
れ
る
人
も
／
な
い
。
ま
た
、
餓
鬼
道
に
落
ち
て
、
助
け
て



一
三
四

く
れ
と
泣
き
さ
ま
よ
っ
て
も
、
僧
た
ち
に
さ
し
あ
げ
る
一
枚
の
銭
も
／
助
け
て
く
れ
る
／
人
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
頼
り
が
な
く
よ

り
ど
こ
ろ
の
な
い
者
た
ち
は
、
多
く
が
道
路
の
上
で
亡
く
な
る
。
東
国
の
人
は
道
の
辺
に
む
く
ろ
を
曝
し
、
西
国
の
人
は
水
中
に
魂

を
沈
め
る
。

　

今
日
、
一
滴
の
功
徳
を
も
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
浮
遊
す
る
霊
た
ち
を
救
済
す
る
こ
と
を
願
う
。
す
み
や
か
に
地
獄
か
ら
脱
け
出
し

て
、
人
間
や
天
界
に
生
ま
れ
る
幸
せ
を
招
き
ま
す
よ
う
に
。

【
語
注
】（
237
～
241
行
）

237
親
ヨ
リ
ド
コ
ロ

族ヤ
カ
ラ

　

原
文
に
「
ヨ
」
と
「
ヤ
」
の
仮
名
あ
り
。「
ヨ
リ
ド
コ
ロ
（
親
）」「
ヤ
カ
ラ
（
族
）」
の
読
み
は
『
総
索
引
』
読
下
し

文
に
よ
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
族
」
の
和
訓
に
「
ヤ
カ
ラ
」
が
あ
る
（
僧
中
三
〇
）。

238
後シ
リ

前サ
キ　

漢
語
は
「
前
後
」。「
諷
誦
文
稿
の
「
シ
リ
サ
キ
」
は
、
純
粋
の
和
語
の
言
い
方
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
漢
語
の
影
響
が
及

ん
で
い
な
い
と
い
え
そ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」（
中
田
258
頁
）。

238
那
落
迦
ニ
シ
テ　
「
那
落
迦
而
」
と
「
菩
提
樹
下
而
成
仏
」（
389
行
）
の
「
而
」
に
つ
い
て
、「
共
に
「
ニ
シ
テ
」
と
訓
む
の
で
あ

ら
う
が
、
何
れ
も
動
作
が
行
は
れ
る
場
所
を
示
し
て
居
り
、
正
し
く
は
「
於
那
落
迦
」「
於
菩
提
樹
下
」
の
如
く
「
於
」
と
あ
る

べ
き
所
を
、「
於
」
も
「
而
」
も
、
当
時
は
同
じ
く
「
ニ
シ
テ
」
と
訓
じ
た
の
で
、
そ
の
為
に
、「
而
」
を
「
於
」
に
通
用
し
た
も

の
と
見
ら
れ
る
」（
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
905
頁
）。

238
号オ
ラ

ビ
叫
ベ
ド
モ　
『
萬
葉
集
』
に
類
似
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。「
…
遅
れ
た
る　

菟う
な
ひ
を
と
こ

原
壮
士
い　

天
仰
ぎ　

叫
び
お
ら
び
（
叫
於
良

妣
）
…
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
九
、一
八
〇
九
）。
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一
三
五

238
印
仏
ヲ
押
シ
奉
ル　

印
仏
（
紙
に
印
で
押
し
た
仏
）
を
作
成
す
る
こ
と
。

239
哭
キ
吟サ
マ
ヨヘ

ド
モ　

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
吟
サ
マ
ヨ
フ
」（
仏
中
二
七
）
の
和
訓
が
あ
る
。

240
東ヒ
ム
カ
シノ

国　

東
国
は
、
東
海
道
と
東
山
道
の
国
々
。

240
曝サ
ラ

シ　
「
曝
サ
ラ
ス
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
仏
中
九
四
）。「
投
身
曝
骨
、
而
髑
髏
中
、
著
舌
不
爛
」「
有
一
髑
髏
、
歴
久
日

曝
、
其
舌
不
爛
」（『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
「
憶
持
法
花
経
者
舌
著
之
曝
髑
髏
中
不
朽
縁
第
一
」）。

241
十
八
泥
梨　

泥
梨
（
泥
犁
）
はniraya

の
音
写
。
地
獄
。
後
漢
安
世
高
訳
『
十
八
泥
犁
経
』（
一
巻
）
に
八
の
火
泥
犁
と
十
の
寒

泥
犁
が
説
か
れ
て
い
る
。

【
翻
刻
】（
242
～
245
行
）

242
願
我
生
々
无
量
劫
一
念
不
云　

恭
云　

解
云　

多
聞
云　

一
念
遊
云　

伝
云　

令
云　

此
云

243
衆
生
无
辺　
誓
願　
度　

煩
悩
无
辺
誓
願　

断　

法
門
无
尽　

誓
願　

知　

无
上
仏

244
道
誓
願
成　

有
漏
苦
海
云　

无
為
云　

現
云　

当
云　

願
我
当
作
仏　

為
云
転
云
教
云

245
哥
云
同
音
我
於
无
量
无
云　

恭
云　

恭
云　

堅
云　

求
云
㊳
→

【
読
み
下
し
文
】（
242
～
245
行
）

願
ハ
ク
ハ
我
、
生
々
ノ
无
量
劫
ニ
一
念
不
云　

恭
云　

解
云　

多
聞
云　

一
念
遊
云　

伝
云　

令
云　

此
云



一
三
六

衆
生
无
辺
誓
願
度
、
煩
悩
无
辺
誓
願
断
、
法
門
无
尽
誓
願
知
、
无
上
仏
道
誓
願
成
。
有
漏
苦
海
云
。
无
為
云
。
現
云
。
当
云
。
願
ハ
ク

ハ
我
、
当
ニ
仏
ニ
作
リ
。
為
云
。
転
云
。
教
云
。
哥
云
。
同
音
。
我
於
无
量
无
云
。
恭
云
。
恭
云
。　

堅
云
。
求
云
。
㊳
→

【
解
説
】（
242
～
245
行
）

▽
242
～
245
行　

ほ
と
ん
ど
が
一
語
句
や
一
部
分
だ
け
の
覚
書
。
243
～
244
行
は
、
間
を
空
け
た
り
小
字
で
書
い
て
あ
っ
た
り
す
る
が
、

四
弘
誓
願
が
読
み
取
れ
る
。
用
語
は
『
摩
訶
止
観
』（
巻
第
五
上
・
巻
第
十
下
）
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。【
解
説
】（
232
～
236
行
）

参
照
。

【
語
注
】（
242
～
245
行
）

243
衆
生
无
辺
誓
願
度　

四
弘
誓
願
の
第
一
。『
摩
訶
止
観
』
に
同
じ
。

243
煩
悩
无
辺
誓
願
断　

四
弘
誓
願
の
第
二
。『
摩
訶
止
観
』
は
「
煩
悩
無
数
（
量
）
誓
願
断
」。

243
法
門
无
尽
誓
願
知　

四
弘
誓
願
の
第
三
、「
法
門
無
尽
誓
願
知
」（『
摩
訶
止
観
』
巻
第
十
下
）
に
同
じ
。

243
无
上
仏
道
誓
願
成　

四
弘
誓
願
の
第
四
。『
摩
訶
止
観
』
に
同
じ
。

244
当
ニ　
「
当
」「
将
」
は
、
平
安
初
期
に
は
訓
と
の
呼
応
の
関
係
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
平
安
中
期
以
降
は
再
読
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
（『
訓
点
語
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、「
マ
サ
ニ
」
の
項
参
照
）。
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一
三
七

【
翻
刻
】（
246
～
252
行
）

246
帝
釈
頂
雖
尊　

作
野
干
座
而
問
法　

輪
王
勢
雖
高　

作
仙
人
牀
而
求
教
云

247
雪又
云

山
ニ　
　
　
投
身
者
求為

法半
偈　

香
城
ニ　

売
身
者　

為
求
一
句
法
云

248
福又
云

徳
ノ
菩
薩
ハ
遇
龍
官
之　
　
　

経　

智
慧
ノ
羅
漢
ハ
聴
霊
山
之
教
云
←
㊳
我
等
ハ

249
従
无
量
劫
以
来　

不
聞
大
乗
名　

終
不
楽
聞　

稀
タ
マ
聞
テ
ハ
反
起
誹
謗
由
テ

250
此
因
縁
作
テ
三
途
愁
人　

受
テ
无
量
劇
苦　

不
可
知
其
数　

今
対
三
寶
前　

悉
懺
悔

251
従
今
以
後　

帰
依
三
寶　

不
奉
謗
大
乗
経　

聴
聞
大
乗
経
奉
讃
嘆
大
乗
経　

聞
テ
モ
謗
ヲ

252
不
喜　

聞
テ
モ
疑
ヲ
不
喜

【
読
み
下
し
文
】（
246
～
252
行
）

　
（
㊳
帝
釈
ノ
頂
ハ
尊
シ
ト
雖
モ
、
野
干
ノ
座
ヲ
作
リ
テ
法
ヲ
問
フ
。
輪
王
ノ
勢
ハ
高
シ
ト
雖
モ
、
仙
人
ノ
牀
ト
作
リ
テ
教
ヲ
求
メ

タ
リ
云
。
又
云
ク
、
雪
山
ニ
身
ヲ
投
ゲ
シ
者
ハ
半
偈
ノ
法
ヲ
求
メ
ム
ガ
為
ニ
シ
、
香
城
ニ
身
ヲ
売
リ
シ
者
ハ
、
一
句
ノ
法
ヲ
求
メ
ム

ガ
為
ナ
リ
キ
云
。
又
云
ク
、
福
徳
ノ
菩
薩
ハ
龍
官
（
宮
）
ノ
経
ニ
遇
ヒ
、
智
慧
ノ
羅
漢
ハ
霊
山
ノ
教
ヲ
聴
キ
云
。）

　

我
等
ハ
无
量
劫
従
リ
以
来
、
大
乗
ノ
名
ヲ
聞
カ
ズ
、
終
ニ
聞
ク
コ
ト
ヲ
楽ネ
ガ

ハ
ズ
、
稀タ
マ

サ
カ
ニ
聞
キ
テ
ハ
反
リ
テ
誹
謗
ヲ
起
コ
ス
。

此
ノ
因
縁
ニ
由
テ
、
三
途
ニ
愁
フ
ル
人
ト
作
リ
テ
、
无
量
ノ
劇
シ
キ
苦
シ
ビ
ヲ
受
ケ
テ
、
其
ノ
数
ヲ
知
ル
可
カ
ラ
ズ
。
今
、
三
寶
ノ

前
ニ
対
ヒ
テ
悉
ク
懺
悔
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
今
従
リ
以
後
ハ
、
三
寶
ニ
帰
依
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
、
大
乗
経
ヲ
謗
リ
奉
ラ
ズ
。
大
乗
経
ヲ
聴



一
三
八

聞
シ
、
大
乗
経
ヲ
讃
嘆
シ
奉
ル
。
謗
ル
ヲ
聞
キ
テ
モ
喜
ビ
ジ
。
疑
フ
ヲ
聞
キ
テ
モ
喜
ビ
ジ
。

【
解
説
】（
246
～
252
行
）

▽
246
～
248
行　

連
絡
線
㊳
で
囲
ま
れ
た
部
分
は
経
典
に
説
か
れ
る
求
法
譚
な
ど
。「
龍
宮
ノ
経
」
は
『
華
厳
経
』、「
霊
山
ノ
教
」
は

『
法
華
経
』。

▽
248
～
252
行
「
我
等
ハ
」
の
後
は
、
三
宝
に
帰
依
を
誓
い
、
大
乗
経
を
誹
謗
し
た
罪
を
懺
悔
す
る
文
。
三
帰
五
戒
の
三
帰
（
帰
依
三

宝
）
に
あ
た
り
、
経
典
の
誹
謗
は
梵
網
戒
の
第
十
毀
謗
三
宝
重
戒
に
あ
た
る
。

【
文
意
】（
246
～
252
行
）

　
（
㊳
帝
釈
天
の
頂
は
高
く
尊
い
と
い
う
の
に
、
野
干
（
野
ギ
ツ
ネ
）
の
た
め
に
高
座
を
作
っ
て
法
を
問
う
た
。
転
輪
聖
王
の
勢
い

は
高
い
と
い
う
の
に
、
仙
人
に
仕
え
て
自
ら
足
を
乗
せ
る
台
に
も
な
っ
て
、『
法
華
経
』
の
教
え
を
求
め
た
。
ま
た
云
う
。
雪
山
に

身
を
投
げ
た
者
は
た
っ
た
半
偈
の
法
を
求
め
る
た
め
で
あ
り
、
香
城
に
身
を
売
っ
た
者
は
た
っ
た
一
句
の
法
を
求
め
る
た
め
で
あ
っ

た
。
ま
た
云
う
。
福
徳
の
菩
薩
は
龍
宮
で
『
華
厳
経
』
に
遭
い
、
智
慧
の
羅
漢
は
霊
山
で
『
法
華
経
』
を
聞
い
た
。）

　

私
た
ち
は
無
量
劫
の
昔
か
ら
、
大
乗
の
名
を
聞
か
ず
、
つ
い
に
聞
く
事
を
願
わ
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
聞
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

か
え
っ
て
誹
謗
し
た
り
し
た
。
こ
の
因
縁
に
よ
っ
て
、
三
途
に
さ
ま
よ
う
者
と
な
っ
て
無
限
の
劇
し
い
苦
し
み
を
受
け
、
そ
れ
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
今
、
三
寶
の
前
に
向
か
い
、
こ
と
ご
と
く
懺
悔
申
し
上
げ
ま
す
。
今
か
ら
以
後
は
、
三

寶
の
前
に
帰
依
申
し
上
げ
、
決
し
て
大
乗
経
を
謗
り
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。
大
乗
経
を
聴
聞
し
、
大
乗
経
を
讃
嘆
し
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
三
九

大
乗
経
を
謗
る
こ
と
ば
を
聴
い
て
も
喜
び
ま
せ
ん
。
疑
う
こ
と
ば
を
き
い
て
も
喜
び
ま
せ
ん
。

【
語
注
】（
246
～
252
行
）

246
帝
釈　

仏
法
の
守
護
神
、
帝
釈
天
。
忉
利
天
の
主
で
、
須
弥
山
の
頂
上
に
住
ん
で
い
る
。
あ
る
時
、
野
干
が
獅
子
に
追
わ
れ
て
自

ら
偈
を
説
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
帝
釈
天
が
高
座
を
作
っ
て
野
干
に
説
法
を
求
め
た
と
い
う
（『
仏
説
未
曾
有
因
縁
経
』
巻
上
、

『
経
律
異
相
』
巻
第
二
な
ど
）。

246
野
干　

野
ギ
ツ
ネ
。
狼
の
一
種
と
も
い
う
。
299
行
に
も
み
え
る
。

246
輪
王　

輪
王
は
転
輪
聖
王
（
５
行
「
輪
王
ノ
揺
冠
」
語
注
参
照
）。『
法
華
経
』
に
、
釈
尊
は
過
去
世
で
国
王
だ
っ
た
と
き
に
、
仙

人
に
『
法
華
経
』
を
教
説
し
て
も
ら
う
た
め
に
奴
婢
と
し
て
仕
え
、「
牀
座
（
足
を
乗
せ
る
台
）」
に
も
な
っ
た
と
説
か
れ
る
。

「
即
ち
仙
人
に
随
っ
て
、
菓
を
採
り
、
水
を
汲
み
、
薪
を
拾
い
、
食
を
設
け
、
乃
至
、
身
を
も
っ
て
牀
座
と
な
せ
し
に
、
身
心
は

倦も
の
う
きこ
と
な
か
り
し
な
り
」（『
法
華
経
』
巻
第
五
、
提
婆
達
多
品
）。

246
勢
ハ
高
シ
ト　
「
帝
釈
ノ
頂
」
に
対
し
て
「
輪
王
ノ
勢
」。
橘
純
一
は
、
身
長
を
示
す
「
背
（
せ
い
）」
が
「
勢
」
の
漢
音
読
か
ら

き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
（「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
を
読
む
（
一
）」、『
国
語
解
釈
』
昭
和
十
四
年
十
一
月
」）、
中
田
書
は

「
さ
す
れ
ば
、
諷
誦
文
稿
は
、
古
用
例
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
」（
二
四
〇
頁
）
と
述
べ
る
。

247
雪
山
ニ
身
ヲ
投
ゲ
シ
者　

釈
迦
の
前
生
譚
。
84
行
「
雪
山
ノ
童
子
」
語
注
参
照
。
303
行
に
も
「
雪
山
童
子
」
が
あ
る
。

247
香
城
ニ
身
ヲ
売
リ
シ
者　

香
城
は
法
湧
菩
薩
の
住
む
城
。
常
啼
菩
薩
は
自
分
の
身
を
売
っ
て
、
般
若
波
羅
多
（
完
全
な
る
智
慧
）



一
四
〇

と
法
湧
菩
薩
を
供
養
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
（『
大
般
若
経
』
巻
第
三
九
八
、
常
啼
菩
薩
品
）。
香
城
と
雪
山
の
組
み
合
わ
せ
は

『
摩
訶
止
観
』
に
も
み
ら
れ
る
。「
香
城
に
骨
を
粉
に
し
、
雪
嶺
に
身
を
投
ず
」（『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
上
）。

248
福
徳
ノ
菩
薩
ハ
龍
官
（
宮
）
ノ
経
ニ
遇
ヒ　

二
世
紀
の
南
イ
ン
ド
の
僧
で
、
大
乗
八
宗
の
祖
と
さ
れ
る
龍
樹
は
、
海
底
の
龍
宮
で

『
華
厳
経
』
の
大
本
を
読
ん
だ
と
い
う
（
鳩
摩
羅
什
訳
『
龍
樹
菩
薩
伝
』）。

248
智
慧
ノ
羅
漢
ハ
霊
山
ノ
教
ヲ
聴
キ　

霊
山
（
霊
鷲
山
、
耆ぎ

闍し
ゃ

崛く
つ

山せ
ん

）
は
釈
尊
が
『
法
華
経
』
を
説
法
し
た
地
と
さ
れ
る
（
173
行

「
霊
山
浄
」
語
注
参
照
）。
釈
尊
は
一
万
二
千
の
阿
羅
漢
の
た
め
に
『
法
華
経
』
を
説
い
た
と
い
う
。「
是
の
如
く
我
聞
け
り
。
あ

る
時
、
仏
は
王
舎
城
の
耆
闍
崛
山
の
中
に
住
し
た
ま
ひ
、
大
比
丘
衆
、
万
二
千
人
と
倶
な
り
き
。
皆
、
こ
れ
阿
羅
漢
に
し
て
、
諸

の
漏
を
已
に
尽
し
、
ま
た
煩
悩
な
く
、
己
の
利
を
逮
得
し
、
諸
の
有
結
を
尽
し
て
、
心
に
自
在
を
得
た
り
」（『
法
華
経
』
巻
第

一
、
序
品
）。

249
稀タ
マ

サ
カ
ニ　

135
行
に
「
牢
タ
マ
（
タ
マ
サ
カ
ニ
）」
が
あ
る
。

【
翻
刻
】（
253
行
）

253
天
鼓
雖
无
情　

随
所
出
千
声　

摩
尼
珠
応
カ
ナ
念
オ
モ
ヒ
ニ
雨
万
財

【
読
み
下
し
文
】（
253
行
）

天
鼓
ハ
情
无
シ
ト
雖
モ
、
所
ニ
随
ヒ
テ
千
ノ
声
ヲ
出
ス
。
摩
尼
珠
ハ
念オ
モ
ヒニ
応カ
ナ

ヘ
バ
万
ノ
財
ヲ
雨
フ
ル
。
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一
四
一

【
解
説
】（
253
行
）

▽
253
行　

天
鼓
と
摩
尼
珠
の
感
応
に
つ
い
て
。
４
行
に
類
似
句
あ
り
。
感
応
に
つ
い
て
は
１
～
７
行
参
照
。

【
語
注
】（
253
行
）

253
天
鼓　
「
天
鼓
」（
４
行
）
語
注
参
照
。

253
摩
尼
珠　
「
摩
尼
珠
」（
４
行
）
語
注
参
照
。

【
翻
刻
】（
254
～
255
行
）

254
凝
霜
ヲ
作
銀
鏡
之
節　

露
杼
ヒノ

織
錦
葉
ヲ
時
ニ
云
　々

転
有
漏
八
識
ヲ
十
地
究
竟
而

255
成
无
漏
四
鏡智
ト　

仏　

昇
摩
醯
首
羅
智
処　

登
三
点
四
徳
高
御
倉
ニ
聖
云
々

【
読
み
下
し
文
】（
254
～
255
行
）

　

凝
リ
タ
ル
霜
ヲ
モ
チ
テ
銀
ノ
鏡
ヲ
作
ル
節
ニ
、
露
ノ
杼ヒ

ノ
錦
ノ
葉
ヲ
織
ル
時
ニ
云
々
。
有
漏
ノ
八
識
ヲ
転
ジ
テ
十
地
ノ
究
竟
ニ
シ

テ
无
漏
ノ
四
／
鏡
／
智
ト
成
ル
。
仏
、
摩
醯
首
羅
智
ノ
処
ニ
昇
リ
、
三
点
四
徳
ノ
高
御
倉
ニ
登
リ
タ
マ
フ
。
聖
云
々
。



一
四
二

【
解
説
】（
254
～
255
行
）

▽
254
～
255
行　

漢
詩
文
的
な
対
偶
表
現
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
半
は
晩
秋
の
季
節
を
述
べ
て
い
る
。「
有
漏
ノ
八
識
」
の
句
は
菩

薩
を
讃
え
て
お
り
、
唯
識
説
の
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
仏
、
摩
醯
首
羅
智
ノ
」
の
句
は
仏
を
讃
え
て
お
り
、『
涅
槃
経
』

（
北
本
巻
第
二
・
寿
命
品
、
南
本
巻
第
二
・
哀
歎
品
）
の
経
説
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
終
わ
り
に
「
聖
云
々
」
と
あ
る
が
、
菩

薩
、
仏
の
次
に
聖
の
賛
嘆
を
続
け
て
述
べ
る
と
い
う
こ
と
か
。

【
文
意
】（
254
～
255
行
）

　

凍
っ
た
霜
が
銀
の
鏡
と
な
る
季
節
に
、
露
の
杼ひ

が
錦
の
葉
を
織
る
時
期
に
云
々
。
菩
薩
は
有
漏
の
八
識
を
無
漏
の
四
智
に
転
じ
て

修
行
の
最
高
の
境
地
に
お
の
ぼ
り
に
な
る
。
仏
は
天
上
の
摩
醯
首
羅
智
の
境
地
に
の
ぼ
っ
て
三
点
四
徳
の
玉
座
に
お
の
ぼ
り
に
な

る
。
聖
云
々
。

【
語
注
】（
254
～
255
行
）

254
杼ヒ　

機
織
用
具
。
経
（
た
て
い
と
）
の
開
口
し
た
間
に
緯
（
よ
こ
い
と
）
を
入
れ
て
い
く
道
具
。

254
有
漏
八
識　

有
漏
は
煩
悩
（
漏
）
を
有
す
る
こ
と
。
八
識
は
、
部
派
仏
教
が
立
て
た
六
識
に
対
し
て
唯
識
派
が
立
て
た
説
。
六
識

（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
に
末
那
識
・
阿
頼
耶
識
を
加
え
て
い
る
。

254
十
地　

菩
薩
の
修
行
段
階
五
十
二
位
の
う
ち
、
第
四
十
一
位
か
ら
第
五
十
位
ま
で
の
段
階
。
菩
薩
と
し
て
最
高
の
境
地
。

255
四
鏡
／
智
／　

本
覚
思
想
に
性
浄
本
覚
を
説
明
す
る
「
四
鏡
」
の
語
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
唯
識
説
の
「
四
智
」（
大
円
鏡
智
・



東大寺諷誦文稿注釈〔六〕

一
四
三

平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
有
漏
八
識
を
転
じ
て
証
得
さ
れ
る
と
す
る
。

255
摩
醯
首
羅
智
ノ
処　

摩
醯
首
羅
天
。
摩
醯
首
羅
（
大
自
在
天
。
三
目
八
臂
の
宇
宙
の
支
配
神
）
が
住
す
る
、
色
界
の
第
四
禅
天
の

最
上
部
。
第
十
地
の
菩
薩
は
摩
醯
首
羅
天
子
と
な
り
、
そ
の
天
宮
で
成
仏
す
る
と
い
う
。「
十
地
に
云
は
く
、
現
報
利
益
仏
位
を

受
く
る
が
故
に
。
後
報
利
益
摩
醯
首
羅
智
処
に
生
ず
る
が
故
に
。
梵
に
摩
醯
首
羅
と
云
ふ
。
即
ち
瑜
伽
に
云
ふ
所
の
大
自
在
な

り
。」（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
末
）

255
三
点　

法
身
・
般
若
・
解
脱
を
梵
字
の
伊
字
（　

）
の
三
点
に
喩
え
る
も
の
。『
涅
槃
経
』
で
は
三
点
を
摩
醯
首
羅
の
三
つ
の
目

に
喩
え
て
い
る
。「
何
等
を
か
名
づ
け
て
秘
密
の
蔵
と
為
す
。
猶
し
伊
字
の
三
点
の
如
し
。
若
し
並
べ
ば
則
ち
伊
を
成
さ
ず
。
縦

も
亦
成
さ
ず
。
摩
醯
首
羅
の
面
上
の
三
目
の
如
く
に
し
て
、
乃
ち
伊
の
三
点
を
成
す
こ
と
を
得
」（
北
本
『
涅
槃
経
』
巻
第
二
、

寿
命
品
）。

255
四
徳　
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
大
般
涅
槃
（
釈
尊
の
入
滅
）
の
四
つ
の
徳
（
常
・
楽
・
我
・
浄
）。「
世
間
に
も
亦
常
・
楽
・

我
・
浄
有
り
。
出
世
に
も
亦
常
・
楽
・
我
・
浄
有
り
」（
北
本
『
涅
槃
経
』
巻
第
二
、
寿
命
品
）。

【
翻
刻
】（
256
～
261
行
）

256
一
偏
帳
カ
タ
道
間
ニ
己
ソ
覆
隠
セ　

至
荒
野
時
ニ
ハ
出
従
棺
ス
ヽ
リ
跡
枕
ニ
付
松
火
ヲ
作
炬
タ
キ
ツ
ケ

ト
己
ソ

257
父
公
カ
不ト
シ
給
ヒ
シ

見
楚
イ
ラ
ナ
キ
目
ハ
云　

都
不
念　

母
氏
カ
走
火
ニ
タ
ニ
不
ト
当　

以
ソ
物
部
ノ
利
ト
キ
木
ヲ

258
指
ツ
ク
指
ツ
ク
ソ
指
ツ
キ
腕
マ
ロ
ハ
シ
焼
ケ
ル
云
不
知　
　

母
氏
失
ナ
ハ
殺テ

髪
念
物
ヲ　

父
公
カ
失
ナ
ハ
空
御
気
机
ヲ
戴



一
四
四

259
己
ソ
念
奉
送
云
　々
　

千
夫
人
一
不
足
一
女
召
言
我
吉
前
川
□
白
反
是
反
云
々
王
愛　

余
夫
人
嫉　

召
五
百
巫
ハ
カ
セ
蜜
送
物

260
厭
魅
国
内
種
々
表
求
起
占
言
此
后
无
福
故
有
此
后
時
国
家
可
亡
云
　々

王
弃
云　

后
跪
言
万
物
雖
愛
養
色

261
暖
我
物
云　

見
今
天聖

朝
父
ノ
公　

九
重　

母
ノ
公
七
重
云
我
等
不
足
五
尺
身
出
為
時
□
踏
云
々

【
読
み
下
し
文
】（
256
～
261
行
）

　

一
偏
ノ
帳
カ
タ
ビ
ラハ

道
ノ
間
ニ
己
ソ
覆
ヒ
隠
セ
。
荒
野
ニ
至
ル
時
ニ
ハ
、
棺
ス
ス
リ

従
リ
出
シ
、
跡
枕
ニ
松
ノ
火
ヲ
付
ケ
、
炬
タ
キ
ツ
ケト

己
ソ
作
セ
。

　

父
公
ガ
楚イ
ラ
ナキ

目
ハ
見
セ
ジ
ト
シ
タ
マ
ヒ
シ
云
。
都カ
ツ

テ
念
ハ
ズ
。
母
氏
ガ
走
火
ニ
ダ
ニ
当
テ
ジ
ト
。
物
部
ノ
利ト

キ
木
ヲ
以
テ
ソ
、
指ツ

ク
指ツ

ク
ソ
指
キ
腕マ
ロ

（
婉
）
バ
シ
焼
キ
ケ
ル
云
。
知
ラ
ズ
。

　

母
氏
ガ
失
セ
タ
マ
ヒ
ナ
バ
、
髪
ヲ
殺ソ

キ
テ
ム
ト
念
ヒ
シ
物
ヲ
。
父
公
ガ
失
セ
タ
マ
ヒ
ナ
バ
、
空
シ
キ
御ミ

気ケ

机ツ
ク
ヱヲ

戴
キ
テ
己
ソ
送
リ

奉
ラ
メ
ト
念
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
云
々
。

　

千
ノ
夫
人
ニ
一
リ
足
ラ
ズ
、
一
リ
ノ
女
ヲ
召
シ
テ
言
ハ
ク
、
我
、
吉
前
川
□
白
反
是
反
云
々
。
王
愛
ス
。
余
ノ
夫
人
嫉
ミ
、
五
百

ノ
巫ハ
カ
セヲ
召
シ
テ
蜜ヒ
ソ

カ
ニ
物
ヲ
送
リ
テ
厭
魅
ス
。
国
ノ
内
ニ
種
々
ノ
表
ア
リ
テ
、
占
ノ
言
ヲ
起
サ
ム
コ
ト
ヲ
求
ム
。
此
ノ
后
福
无
キ
ガ

故
ニ
、
此
ノ
后
有
ル
時
ニ
国
家
亡
ブ
可
シ
ト
云
々
。
王
弃
ツ
云
。
后
跪
キ
テ
言
ク
、
万
物
ニ
愛
養
ノ
色
ア
リ
ト
雖
モ
、
我
ヲ
暖
ム
ル

物
云
。

　

今
、
天
＼
聖
＼
朝
ヲ
見
ル
ニ
、
父
ノ
公
ハ
九
重
、
母
ノ
公
ハ
七
重
ナ
リ
ト
云
。

　

我
等
ハ
五
尺
ニ
足
ラ
ヌ
身
ヲ
モ
チ
テ
出
デ
テ
為
時
□
踏
云
々
。
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【
解
説
】（
256
～
261
行
）

▽
256
～
259
行　

葬
列
と
火
葬
の
描
写
と
父
母
へ
の
追
慕
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
拙
稿
「
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
母
氏
」

に
つ
い
て
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
三
輯
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
参
照
。

　

259
～
261
行　

王
の
后
が
余
の
夫
人
た
ち
の
嫉
妬
の
た
め
に
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
説
話
。
出
典
未
詳
。
判
読
困
難
の
箇
所
が
あ
る
。

　【
文
意
】（
256
～
261
行
）

　

道
を
行
く
間
は
、
ひ
と
ひ
ら
の
帳
か
た
び
らで

棺
を
覆
い
隠
し
な
さ
い
。
荒
野
に
着
い
た
時
に
は
、
棺
か
ら
遺
体
を
出
し
、
足
元
と
枕
元
に

松
火
を
付
け
て
、
焚
き
付
け
と
し
な
さ
い
。

　

父
公
が
つ
ら
い
思
い
は
見
せ
ま
い
と
な
さ
っ
た
云
。（
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。）
母
氏
は
火
の
粉
に
も
当
て
ま
い
と
な
さ
っ
た
。

火
葬
を
執
り
行
う
物
部
が
、
先
の
鋭
い
木
材
で
遺
体
を
突
い
て
突
い
て
こ
ろ
が
し
て
焼
く
云
。（
知
ら
な
か
っ
た
。）

　

母
氏
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
髪
を
そ
い
で
出
家
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
よ
。
父
公
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
な

ら
ば
、
空
の
御
気
机
を
い
た
だ
い
て
こ
そ
お
送
り
申
し
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
よ
云
々
。

　

千
の
夫
人
に
一
人
足
り
な
い
。
一
人
の
女
を
召
し
て
言
う
に
は
、
我
、（
吉
前
川
□
白
反
是
反
）
云
々
。
王
は
寵
愛
し
た
。
余
の

夫
人
は
妬
み
、
五
百
人
の
巫ハ
カ
セを
召
し
て
ひ
そ
か
に
物
を
送
っ
て
厭
魅
し
た
。
す
る
と
国
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
不
吉
な
し
る
し
が
あ
ら

わ
れ
た
の
で
、
占
い
を
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
の
占
い
に
よ
る
と
、
こ
の
后
は
福
が
無
い
た
め
に
、
こ
の
后
が
い
る
時
に
国
家
は

亡
ぶ
で
あ
ろ
う
と
云
々
。　

王
は
后
を
捨
て
た
云
。
后
は
ひ
ざ
ま
づ
い
て
言
う
。
万
物
に
い
つ
く
し
む
色
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
私

を
暖
め
る
物
は
（
な
い
）
云
。
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今
、
天
（
聖
）
朝
を
見
る
と
、
父
の
公
は
九
重
、
母
の
公
は
七
重
で
あ
る
と
い
う
云
。

　

我
等
は
五
尺
に
足
ら
ぬ
身
を
も
っ
て
出
て
（
為
時
□
踏
）
云
々
。

【
語
注
】（
256
～
261
行
）

256
一
偏
ノ
帳
カ
タ
ビ
ラ

　
「
帳
」
は
棺
を
蔽
う
と
ば
り
。
帷
帳
。『
礼
記
』「
喪
大
記
」
に
は
君
は
龍
帷
、
大
夫
は
画
帷
、
士
は
布
帷
・
布
荒

と
、
身
分
ご
と
に
帷
帳
の
種
類
が
異
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
大
化
薄
葬
令
で
、
王
か
ら
小
智
ま
で
は

白
布
を
用
い
、
庶
民
は
麁
布
を
用
い
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
三
月
）。『
養
老
令
』
に
は
「
五
位
以
上

及
び
親
王
、
並
び
に
轜
具
及
び
帷
帳
を
借
り
、
若
し
く
は
私
に
備
へ
む
と
欲
は
ば
聴
せ
」（「
喪
葬
令
」）
と
あ
る
。
大
化
薄
葬
令

の
北
野
本
訓
に
「
帷
カ
タ
ヒ
ラ
帳
」
と
あ
る
。

256
棺ス
ス
リ
　
「
ス
ス
リ
」
の
仮
名
書
が
あ
る
が
、
他
に
例
を
見
な
い
語
。

257
楚イ
ラ
ナキ

目　
「
い
ら
な
し
」
は
つ
ら
い
、
心
苦
し
い
。「
楚
」
に
い
た
む
、
悲
し
む
の
意
が
あ
る
。「
楚
イ
タ
ム
」（
観
智
院
本
『
類
聚

名
義
抄
』
仏
下
一
二
六
）。

257
物
部　

も
の
の
べ
、
ま
た
は
、
も
の
の
ふ
。
警
備
、
刑
罰
な
ど
を
職
掌
と
す
る
者
。
火
葬
も
執
り
行
っ
て
い
た
か
。

257
利
キ
木　

鋭
く
と
が
ら
せ
た
木
。
火
葬
を
す
る
時
に
、
遺
体
を
裏
返
す
た
め
に
用
い
る
道
具
で
あ
ろ
う
。「
桃
の
笞
」（
105
行
）
語

注
参
照
。

258
指ツ

ク
指
ク
ソ　
『
総
索
引
』
読
下
し
文
は
「
指ユ
ビ

ツ
ク
」
と
訓
ん
で
い
る
が
、
指
で
は
な
く
木
の
杖
で
つ
く
の
で
、
中
田
釈
文
に
し

た
が
い
「
ツ
ク
」
と
訓
ん
で
お
く
。「
腕
」
は
「
婉
」
で
あ
ろ
う
。「
身
を
旋
し
て
婉
マ
ロ
ビ

転か
へ

ル
」（
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
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巻
第
九
、
平
安
初
期
点
）
の
例
が
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
、
景
戒
が
夢
の
中
で
自
分
の
遺
体
を
突
き
刺
し
返
し
て
焼
い
た
と

い
う
描
写
が
あ
る
。「
す
な
は
ち
自
づ
か
ら
楉し
も
と

を
取
り
、
焼
か
る
る
己
が
身
を
ゐ
つ牚

き
串つ
ら
ぬ

き
挽
し
て
、
返
し
焼
く
」（
下
巻
第

三
十
八
縁
）。

258
御
気
机　

死
者
に
供
え
る
食
事
（
御み

食け

）
を
載
せ
る
台
。

259
巫ハ
カ
セ

　

卜
占
を
扱
う
陰
陽
博
士
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
「
ハ
カ
セ
」
の
仮
名
は
他
に
な
い
が
、
159
行
に

「
博
士
」
が
あ
る
。

【
翻
刻
】（
262
～
277
行
）

262
慰
誘
言

263
敬
惟　

大
旦
主
情
高
青
天　

仁
広
大
地　

愛
賢
好
士　

不
憎
他　

不
結
怨
㊴
→
以
无
不
為

264
患
以
有
不
為
喜
←
㊴
対
仏
法
ニ
之
時　

如
須
達　
　

祇
陀　
　

末
利
夫
人
勝
鬘

265
夫
人
等
不
云
具
二
人
可
称　

奉
仕孝

親
ニ
時　

如
曽
参
丁
蘭　

如
善
財
カ
覓
法　

如
不
軽
弘

266
教
㊵
→　

八
風
不
可
傾
動
其
意
ヲ
ハ

267
←
㊵
以
明
珠
可
喩
其
心　

以
聖
行
可
比
其
行　

出
一ヒ
ト

言
時
千
里
応
之
興
一
行ワ
サ

時　

四ノ

隣
和

268
通　

為
他
无
テ
害
如
騏
驎
ノ
有
ト
モ
角
不
牴
ツ
カ
ヌ　

為
物
无
テ
損
如
孔
丘
カ
佩
ハ
ケ
レ
ト
モ

269
釼
ヲ
不
打　

見
善テ
ハ

念
殷
学行

マ
ネ　

聞
テ
ハ
悪
欲
早
避　

国
家
之
人
寶　

邑
ム
ラ
里
之
醴甘泉
㊶
→



一
四
八

270
天
生
善
キ
人
ヲ　

厥
徳
応
カ
ナ
ヘ
リ
人
情
㊷
→
但　

鳳
奇
侅
ア
ヤ
シ
フ
ラ
ク
ハ

皇
不
翔
其

鳥

当
紫
雲　

无
其

271
所　
　

其
行
与
教
不
背　
　
　
　

如
春
花
之
一
切
所
愛
楽　

如
秋
月
之
一
切

272
攸
瞻
仰　

←
㊷
仏
延
臂オ
ホ
ミタ
ヽ
摩
頭
㊸
→
然
ト
モ
人
不
知
←
㊸
神
䕃
カ
ク
形
加
護
㊹
→
然
ト
モ
人
不
見
←
㊹
為
人遠

273
如
天
ヨ
リ
降
オ
リ
マ
セ
ル
カ　

為
近
如
披
雲
而
白
日
現
←
㊶
仁
及
草
木　

頼
及
万
方　

信
同
橋
下

274
之
信　

誠
等
懐
木
之
誠　

先
他
ヲ
而
後
己
ミ
ツ
カ
ラ　

済
弘
公
而
陿　
サ
ク
ス　

私
ヲ

275
千
誉ホ
マ

㊺
→
抑
オ
シ
テ
←
㊺
譲
他
万
誚
ソ
シ
㊻
→
引
←
㊻
向
自
㊼
→
遇
不
知
人
ニ
傾
蓋
之
頃
成
旧

276　
　
　
　

←
㊼
須
達
門
ニ
ハ
孤
独
多
集　

耆
波
家
ニ
ハ
攣
テ
ナ
ヘ

277
躄
多
来　

大
旦
主
之
所殿

仰
徳
帰ヨ
ル

仁
之
徒
多
依
怙
時
代
邪
見
誹
法
然
旦
主
讃
仏
法
有
人
為
名
利
傾
財　
　
　

旦
主
為
功
徳
竭
珎
仏
法
謗
興　

俗
中　

然過
旦
主
隠
四
衆

【
読
み
下
し
文
】（
262
～
277
行
）

慰
誘
ノ
言

　

敬
ミ
テ
惟
ミ
レ
バ
、
大
旦
主
、
情
、
青
天
ヨ
リ
モ
高
ク
、
仁
、
大
地
ヨ
リ
モ
広
シ
。
賢
ヲ
愛
シ
ビ
士
ヲ
好
ミ
テ
、
他
ヲ
憎
マ
ズ
、

怨
ヲ
結
バ
ズ
（
㊴
无
キ
ヲ
以
テ
患
ヘ
ト
為セ

ズ
、
有
ル
ヲ
以
テ
喜
ビ
ト
為
ズ
）
仏
法
ニ
対
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ル
時
ニ
ハ
、
須
達
、
祇
陀
、
末

利
夫
人
、
勝
鬘
夫
人
等
ノ
如
シ
。
具
ニ
ハ
云
ハ
ズ
、
二
人
ヲ
称
ス
可
シ
。
親
ニ
仕
ヘ
／
孝
シ
／
奉
ル
時
ニ
ハ
、
曽
参
、
丁
蘭
ノ
如
ク
ス
。
善
財

ガ
法
ヲ
覓モ
ト

ム
ル
ガ
如
ク
、
教
ヲ
弘
ム
ル
ヲ
軽
ミ
セ
ヌ
ガ
如
ク
ス
。（
㊵
八
風
、
其
ノ
意
ヲ
バ
傾
動
ス
可
カ
ラ
ズ
。）
明
珠
ヲ
以
テ
其
ノ

心
ニ
喩
ヘ
ツ
可
シ
。
聖
行
ヲ
以
テ
其
ノ
行
ニ
比
ヘ
ツ
可
シ
。
一ヒ
ト

ツ
ノ
言
ヲ
出
ス
時
ニ
ハ
、
千
里
、
之
ニ
応
ズ
。
一
ツ
ノ
行ワ
サ

ヲ
興
ス
時

ニ
ハ
、
四
ツ
ノ
隣
、
和
キ
通
ズ
。
他
ノ
為
ニ
害
ス
ル
コ
ト
无
ク
シ
テ
、
騏
驎
（
麒
麟
）
ノ
角
有
レ
ド
モ
牴ツ

カ
ヌ
ガ
如
ク　

物
ノ
為
ニ



東大寺諷誦文稿注釈〔六〕

一
四
九

損
フ
コ
ト
无
ク
シ
テ
、
孔
丘
ガ
釼
ヲ
佩ハ

ケ
レ
ド
モ
打
タ
ヌ
ガ
如
ク
ス
。
善
ヲ
見
テ
ハ
殷
ニ
学マ
ネ

ビ
行
ハ
ム
ト
念
ヒ
、
悪
ヲ
聞
キ
テ
ハ
早

ニ
避
ラ
ム
ト
欲
フ
。
国
家
ノ
人
ノ
寶
、
邑ム
ラ

里
ノ
醴
／
甘
キ
／
泉
ナ
リ
。

　
【
㊶
天
、
善
キ
人
ヲ
生
ミ
、
厥ソ
レ

ノ
徳
人
ノ
情
ニ
応カ
ナ

ヘ
リ
。（
㊷
但
シ
奇ア

侅ヤ

シ
ブ
ラ
ク
ハ
、
鳳
皇
（
凰
）
／
鳥
／
、
其
ノ
当
リ
ニ
翔
ラ

ズ
、
紫
雲
、
其
ノ
所
无
シ
。
其
ノ
行
ト
教
ト
背
カ
ズ
。
春
ノ
花
ノ
一
切
ニ
愛
デ
楽
シ
ビ
ラ
ル
ル
ガ
如
ク
、　

秋
ノ
月
ノ
一
切
ニ
瞻ミ

仰

ガ
攸ル

ル
ガ
如
シ
。）
仏
、
臂
オ
ホ
ミ
タ
ダ
ム
キヲ

延
ベ
テ
頭
ヲ
摩
デ
タ
マ
フ
。（
㊸
然
レ
ド
モ
知
ラ
ズ
。）
神
、
形
ヲ
䕃カ
ク

シ
テ
加
護
シ
タ
マ
フ
。（
㊹

然
レ
ド
モ
人
見
ズ
。）
遠
キ
人
ノ
為
ニ
ハ
、
天
ヨ
リ
降オ

リ
マ
セ
ル
ガ
如
ク
、
近
キ
ヒ
ト
ノ
為
ニ
ハ
雲
ヲ
披
キ
テ
白
日
ニ
現
レ
タ
マ
フ

ガ
如
シ
。】
仁
ハ
草
木
ニ
及
ビ
、
頼
ハ
万
方
ニ
及
ブ
。
信
ハ
橋
ノ
下
ノ
信
ニ
同
ジ
ク
、
誠
ハ
懐
木
ノ
誠
ニ
等
シ
。
他
ヲ
先
ニ
シ
テ
己
ミ
ヅ
カ

ラ
ヲ
後
ニ
シ
、
公
ヲ
済
ヒ
テ
／
弘
ク
シ
テ
／
、
私
ヲ
陿サ

ク
ス
。
千
ノ
誉ホ
マ
レヲ

バ
（
㊺
他
ニ
抑オ

シ
テ
）
譲
リ
、
万
ノ
誚ソ
シ

リ
ヲ
バ
自
ニ
（
㊻

引
キ
）
向
ク
。（
㊼
知
ラ
ヌ
人
ニ
遇
ヒ
テ
、
蓋
（
盞
）
ヲ
傾
ク
ル
頃
ニ
ハ
旧
キ
ヒ
ト
ト
成
ル
。）
須
達
ノ
門
ニ
ハ
孤
独
ノ
ヒ
ト
多
ク
集

リ
、
耆
波
ノ
家
ニ
ハ
攣
テ
ナ
ヘ

躄
ア
シ
ナ
ヘ

多
ク
来
ル
。
大
旦
主
ノ
所
／
殿
／
ニ
ハ
徳
ヲ
仰
ギ
仁
ニ
帰ヨ

ル
徒
多
ク
依
リ
怙
ル
。

　

時
代
邪
見
ニ
シ
テ
法
ヲ
誹
ル
。
然
レ
ド
モ
旦
主
仏
法
ヲ
讃
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
有
ル
人
ハ
名
利
ノ
為
ニ
財
ヲ
傾
ク
レ
ド
モ
、
旦
主
ハ

功
徳
ノ
為
ニ
珎タ
カ
ラヲ
竭
ス
。
仏
法
ヲ
謗
ル
ハ
俗
ノ
中
ヨ
リ
興
ル
、
然
レ
ド
モ
旦
主
ハ
四
衆
ノ
過
チ
ヲ
隠
ス
。

【
解
説
】（
262
～
277
行
）

▽
262
～
277
行　

標
題
「
慰
誘
言
」。「
大
旦
主
」
を
称
賛
す
る
詞
章
。「
慰
誘
」
の
仏
典
の
例
は
「
復
妓
女
を
増
し
て
、
以
て
之
を
娯

楽
せ
し
め
、
日
々
人
を
遣
わ
し
て
太
子
を
慰
誘
し
」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
二
）
な
ど
。「
慰
」「
誘
」
と
も
に
「
こ
し
ら

ふ
」
の
訓
が
あ
る
語
で
、「
こ
し
ら
ふ
」
は
い
ろ
い
ろ
と
言
っ
て
な
だ
め
る
、
な
ぐ
さ
め
る
、
み
ち
び
く
の
意
。「
慰
誘
言
」
は
後



一
五
〇

世
の
例
だ
が
、『
東
大
寺
戒
壇
院
受
戒
式
』（
保
安
三
年
、
一
一
二
二
）
に
「
慰
誘
の
言
に
応
じ
て
汝
等
恐
懼
す
る
こ
と
な
し
」

（
出
衆
問
縁
）
の
用
例
が
み
え
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
慰
誘
言
」
は
、
文
章
か
ら
推
測
す
る
と
、
大
旦
主
を
ほ
め
て
喜
ば

せ
る
言
葉
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
大
旦
主
」
は
「
旦
主
」（
十
一
例
）
よ
り
も
例
が
少
な
く
、
263
行
・
277
行
・
278
行
の
三
例
の
み
。「
此
ノ
堂
ハ
大
旦
主
ノ
先
祖

ノ
本
願
ニ
ヨ
リ
テ
建
立
シ
タ
マ
フ
」（
278
行
）
と
あ
る
の
で
、
堂
の
寄
進
者
（
ま
た
は
発
願
者
）
の
子
孫
で
あ
る
大
檀
那
（
多
額

の
布
施
を
す
る
寺
の
後
援
者
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
「
須
達
、
祇
陀
」
な
ど
の
偉
人
名
を
列
挙
し
た
部
分
で
「
具
ニ
ハ
云
ハ
ズ
、
二
人
ヲ
称
ス
可
シ
」（
265
行
）
の
指
示
あ
り
。
連
絡

線
の
指
示
（
㊴
～
㊼
）
も
多
く
、
文
案
ま
た
は
例
句
集
で
あ
る
。
277
行
の
小
書
き
の
部
分
は
、
梵
網
十
重
禁
四
十
八
軽
戒
の
第
十

毀
謗
三
宝
戒
・
第
八
慳
生
毀
辱
戒
・
第
六
談
他
過
失
戒
に
あ
た
る
内
容
で
あ
る
。

▽
263
行
か
ら
263
か
ら
275
行
ま
で
、
斜
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

【
文
意
】（
262
～
277
行
）

慰
誘
言

　

つ
つ
し
ん
で
お
も
い
み
れ
ば
、
大
旦
主
は
、
情
は
青
天
よ
り
も
高
く
、
仁
は
大
地
よ
り
も
広
い
。
賢
を
愛
し
み
士
を
好
ん
で
、
他

を
憎
ま
ず
、
怨
み
を
い
だ
か
な
い
。（
㊴
何
も
持
た
な
い
こ
と
を
も
っ
て
憂
い
わ
ず
ら
い
と
せ
ず
、
持
て
る
こ
と
を
も
っ
て
喜
び
と

し
な
い
。）
仏
法
に
向
か
い
申
し
あ
げ
る
時
に
は
、
須
達
、
祇
陀
、
末
利
夫
人
、
勝
鬘
夫
人
等
の
よ
う
で
あ
る
。（
具
さ
に
は
言
わ
な

い
、
二
人
を
上
げ
れ
ば
よ
い
。）
親
に
仕
え
／
孝
行
し
／
申
し
上
げ
る
時
に
は
、
曽
参
、
丁
蘭
の
よ
う
で
あ
る
。
善
財
童
子
が
法
を
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求
め
る
よ
う
に
、
教
え
を
ひ
ろ
め
る
こ
と
を
軽
ん
じ
な
い
よ
う
に
す
る
。（
㊵
八
風
に
心
を
あ
お
ら
れ
て
動
揺
し
て
は
い
け
な
い
。）

（
明
珠
を
も
っ
て
旦
主
の
心
に
喩
え
る
べ
し
。
聖
行
を
旦
主
の
行
に
た
と
え
る
べ
し
。）
一
つ
の
言
葉
を
言
う
と
き
に
は
、
千
里
の
者

た
ち
が
こ
れ
に
応
じ
る
。
一
つ
の
行
動
を
起
こ
す
と
き
に
は
、
四
方
の
隣
人
が
な
ご
や
い
で
通
じ
合
う
。
他
の
者
を
害
す
る
こ
と
な

く
、
麒
麟
に
角
が
あ
っ
て
も
決
し
て
突
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
物
を
損
な
う
こ
と
は
な
く
、
孔
丘
が
剣
を
佩
い
て
も
打
つ
こ
と
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
善
を
見
て
は
ね
ん
ご
ろ
に
学
び
行
お
う
と
思
い
、
悪
を
聞
い
て
は
早
く
避
け
よ
う
と
思
う
。
旦
主
は
国
家
の
人

寶
、
村
里
の
甘
い
泉
で
あ
る
。

　
【
㊶
天
は
、
善
い
人
を
生
み
、
そ
の
徳
は
人
の
情
に
か
な
っ
て
い
る
。（
㊷
し
か
し
あ
や
し
ま
れ
る
こ
と
に
は
、
鳳
皇
（
凰
）
の
鳥

が
そ
の
辺
り
に
翔
ら
ず
、
紫
雲
は
そ
の
と
こ
ろ
に
立
た
な
い
。
そ
の
行
と
教
に
そ
む
く
こ
と
は
な
い
。
春
の
花
が
一
切
の
者
に
愛め

で

楽
し
ま
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
秋
の
月
が
一
切
の
者
に
仰
ぎ
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。）
仏
は
み
腕
を
延
ば
し
て
頭
を
お
な
で
に
な

る
。（
㊸
し
か
し
人
は
わ
か
ら
な
い
。）
神
は
姿
を
隠
し
て
お
守
り
に
な
る
。（
㊹
し
か
し
人
は
見
な
い
。）
遠
い
人
の
た
め
に
は
、
天

か
ら
降
り
て
こ
ら
れ
た
よ
う
に
、
近
い
人
の
た
め
に
は
雲
を
ひ
ら
い
て
白
日
に
現
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。】
仁
は
草
木
に
及
び
、

信
頼
は
万
人
に
及
ぶ
。
信
は
橋
の
下
の
信
に
同
じ
く
、
誠
は
懐
木
の
誠
に
等
し
い
。
先
を
他
に
し
て
自
分
を
後
に
し
て
、
公
を
救
っ

て
（
広
く
し
て
）、
私
を
狭
く
す
る
。
千
の
誉
れ
を
（
㊺
他
に
す
す
め
て
）
譲
り
、
万
の
謗
り
を
自
分
に
（
㊻
引
き
）
寄
せ
る
。（
㊼

知
ら
な
い
人
に
遇
っ
て
、
盃
を
傾
け
る
頃
に
は
旧
知
の
人
と
な
る
。）
須
達
長
者
の
門
に
は
身
寄
り
の
な
い
者
が
多
く
集
ま
り
、
耆

波
の
家
に
は
手
足
の
不
自
由
な
者
た
ち
が
多
く
来
る
。
大
旦
主
の
所
に
は
徳
を
仰
い
で
仁
に
惹
か
れ
る
者
た
ち
が
多
く
寄
り
集
ま

る
。

　

こ
の
時
代
の
者
は
邪
見
に
し
て
法
を
誹
る
。
し
か
し
旦
主
は
仏
法
を
讃
め
申
し
上
げ
る
。
あ
る
人
は
名
利
の
た
め
に
財
産
を
傾
け
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二

る
け
れ
ど
も
、
旦
主
は
功
徳
の
た
め
に
財
産
を
尽
す
。
仏
法
を
謗
る
こ
と
は
俗
の
中
か
ら
起
こ
る
。
し
か
し
旦
主
は
出
家
在
家
の
四

衆
の
過
ち
を
隠
す
。

【
語
注
】（
262
～
277
行
）

264
須
達　

須
達
長
者
。
貧
窮
孤
独
者
に
食
を
給
し
た
の
で
給
孤
独
長
者
と
も
い
わ
れ
る
。「
須
達
」（
48
行
）
語
注
参
照
。
276
行
に
も

み
え
る
。

264
祇
陀　

舎
衛
国
波
斯
匿
王
の
太
子
の
名
。
祇
陀
太
子
の
林
（
祇
樹
・
祇
林
）
を
須
達
長
者
が
購
入
し
、
釈
尊
と
教
団
の
た
め
に
僧

房
を
建
て
た
の
が
祇
園
精
舎
で
あ
る
。

264
末
利
夫
人　

波
斯
匿
王
の
夫
人
。
勝
鬘
夫
人
の
母
。「
末
利
夫
人
は
女
身
を
為
す
と
雖
も
、
高
才
智
博
に
し
て
凡
人
に
同
じ
く
あ

ら
ず
」（『
未
曽
有
因
縁
経
』
巻
下
）。

264
勝
鬘
夫
人　

波
斯
匿
王
の
娘
。『
勝
鬘
経
』
で
は
勝
鬘
夫
人
が
語
り
手
と
し
て
一
乗
の
理
や
如
来
蔵
な
ど
を
説
い
て
い
る
。
→
58

行
。

265
曽
参　

曽
子
。
魯
の
人
。
孔
子
の
弟
子
。
五
孝
の
行
い
が
あ
り
、『
孝
経
』『
曽
子
』
の
作
者
と
さ
れ
る
。
陽
明
本
・
船
橋
本
『
孝

子
伝
』
に
伝
あ
り
。

265
丁
蘭　
「
丁
蘭
」（
87
行
）
語
注
参
照
。
139
行
に
も
み
え
る
。

265
善
財　

善
財
童
子
。『
華
厳
経
』
入
法
界
品
に
登
場
し
、
求
法
の
旅
を
す
る
童
子
。
文
殊
菩
薩
に
会
っ
て
発
心
し
て
五
十
三
人
の

善
知
識
を
歴
訪
し
、
最
後
に
普
賢
菩
薩
に
会
っ
て
真
実
の
智
慧
を
体
得
し
た
。
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266
八
風　

八
法
と
も
い
う
。
人
の
心
を
動
揺
さ
せ
る
八
の
状
態
（
利
・
衰
・
毀
・
誉
・
称
・
譏
・
苦
・
楽
）。

267
一ヒ
ト

ツ
ノ
言　

370
行
に
「
一
ヒ
ト
言
」「
十
ト
ヲ
ノ
言
」「
一
ヒ
ト
ツ
ノ
行
シ
ワ
サ
」
と
あ
る
た
め
、「
一ヒ
ト

ツ
ノ
言
」
と
読
み
下
す
。
藤
本
誠
氏

は
こ
の
箇
所
が
「
子
曰
く
、
君
子
そ
の
室
に
居
り
、
そ
の
言
を
出
し
て
、
善
な
れ
ば
則
ち
千
里
の
外
之
に
応
ず
」（『
易
経
』
繋
辞

伝
上
）
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（『
古
代
国
家
仏
教
と
在
地
社
会
―
日
本
霊
異
記
と
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
研
究
』

第
三
章
、
二
〇
一
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）。

269
醴
／
甘
キ
／
泉　

醴
泉
は
甘
い
水
の
湧
く
泉
。
瑞
応
と
さ
れ
る
。
甘
露
に
同
じ
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

270
奇ア

侅ヤ

シ
ブ
ラ
ク
ハ　
「
奇
侅
」
は
非
常
の
意
味
。「
あ
や
し
ぶ
」
の
終
止
形
に
「
ら
く
」
が
つ
い
た
か
た
ち
。「「
ラ
ク
」
が
つ
く
こ

と
で
、
こ
う
し
た
ラ
ク
語
法
が
平
安
初
頭
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
の
文
の
前
後
は
、
か
な
り
訓
読
語
調
の
堅
い
文
脈

で
あ
る
。
恐
ら
く
平
安
初
期
に
生
き
た
語
法
と
い
う
の
で
は
な
く
、
訓
読
語
脈
と
し
て
古
い
伝
統
が
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
」（
中
田
226
頁
）。

270
鳳
皇
（
凰
）　

原
文
「
皇
」
は
「
凰
」
で
あ
ろ
う
。「
鳳
」（
53
行
）
語
注
参
照
。

270
紫
雲　
「
紫
雲
黄
雲
」（
53
行
）
語
注
参
照
。

272

臂
オ
ホ
ミ
タ
ダ
ム
キ
　

敬
語
「
オ
ホ
ミ
」
に
つ
い
て
は
、「
青
蓮
ノ
晴
オ
ホ
ミ
メ」（

115
行
）
語
注
参
照
。

272
形
ヲ
䕃カ
ク

シ
テ　
「
䕃
形
」
は
仏
典
語
で
姿
を
見
せ
ず
に
隠
れ
る
こ
と
。

273
降オ

リ
マ
セ
ル
ガ　
「
マ
ス
」
の
仮
名
書
き
は
こ
の
一
例
。
他
は
「
坐
」（
イ
マ
ス
ま
た
は
マ
ス
）
と
表
記
。

273
仁
ハ
草
木
ニ
及
ビ　
『
詩
経
』
大
雅
「
行
葦
」
詩
序
に
「
行
葦
は
忠
厚
な
り
。
周
家
忠
厚
、
仁
、
草
木
に
及
ぶ
」。
次
項
参
照
。

273
頼
ハ
万
方
ニ
及
ブ　
「
化
被
草
木　

頼
及
万
方
」（『
千
字
文
』）。
李
暹
『
千
字
文
注
』
に
、
こ
の
句
の
注
と
し
て
前
項
「
行
葦
」
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詩
序
「
周
家
忠
厚
、
仁
及
草
木
」
を
引
い
て
い
る
の
で
、
藤
本
誠
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
273
行
は
『
千
字
文
注
』
を
参
照
し
た
と
思

わ
れ
る
（『
古
代
国
家
仏
教
と
在
地
社
会
─
日
本
霊
異
記
と
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
研
究
』
第
三
章
、二
〇
一
六
年
、吉
川
弘
文
館
）。

273
橋
ノ
下
ノ
信　
「
懐
木
ノ
誠
」
と
と
も
に
出
典
未
詳
。

274
己ミ
ヅ
カラ　

こ
の
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
は
、
副
詞
で
は
な
く
名
詞
。「
後
の
も
の
に
は
名
詞
の
用
法
も
あ
る
が
、
諷
誦
文
稿
の
は
、
最
古
の

用
例
か
」（
中
田
225
頁
）。「
自ミ
ヅ
カラ

」（
126
行
）
語
注
参
照
。

274
陿サ

ク
ス　

狭
く
す
る
。「「
サ
ク
ス
」
は
、
形
容
詞
「
サ
シ
」
に
、
サ
変
動
詞
「
ス
」
が
熟
合
し
た
も
の
」（
中
田
228
頁
）。

275
誚ソ
シ

リ　
「
誚
ソ
シ
ル
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
法
上
五
六
）。「
ソ
シ
ル
」
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
「
誚
ソ
シ
」（
299

行
）、「
謗
リ
」（
312
行
）
の
例
が
み
ら
れ
る
。

276
須
達　
「
須
達
」（
48
行
）
語
注
参
照
。
264
行
に
も
み
え
る
。

276
耆
波　

耆
婆
。
仏
弟
子
で
名
医
。
頻
婆
娑
羅
王
の
王
子
、
阿
闍
世
王
の
兄
。

276
攣テ
ナ
ヘ

躄ア
シ
ナ
ヘ
　
「
攣
テ
ナ
ヘ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
仏
下
本
五
七
）、「
躄
ア
シ
ナ
ヘ
」（
同
、
法
上
七
三
）。

277
四
衆　

四
種
の
仏
教
徒
。
比
丘
（
出
家
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
男
性
信
者
）・
比
丘
尼
（
出
家
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
女
性
信

者
）・
優
婆
塞
（
在
家
の
男
性
信
者
）・
優
婆
夷
（
在
家
の
女
性
信
者
）。

【
翻
刻
】（
278
～
284
行
）

278
今

里
名
某
甲
郷
此

此
堂
ハ
名
ヲ
云
某　
　

何
故
云
某
郷
然
故
本
縁　

何
故
云
某
堂
然
故
本
縁　

此
堂
大
旦
主
先
祖
建本
立願
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279
堂
モ
麗
厳
リ　

仏
像
モ
美
奉
造　

郷
モ
�オ
モ
シ怜　

寺
所
モ
吉　

井
モ
清　

水
モ
清　

樹夏

影
モ　

�
怜

280
出
居
モ
吉　

経
行
タ
ヽ
ス
マ
ヒ
モ
吉
ク
遠
見
モ
�
怜　

駅
路
大
道
之
辺
毎
物
有
便
云　
若
山
林
河
辺
附
山　
　

林
河
云
若
城
辺
附
城
云

281
末
代
難
修
雅
ミ
サ
ヲ
ナ
ル
行　

然
毎
物
了
々
ワ
ヽ
キ
　ヽ

楽
見
ミ
カ
ホ
シ
ク
雅
ミ
サ
ヲ
ニ
次
ツ
々
キ
々
テ
々
シ
ク
可
ニ
有
行給
フ

282
不
此
代
之
行
ワ
サ
ニ
ハ
昔
代
ニ
修
ヒ
習
給
タ
ル
行
ナ
リ
以
上
云
々
知
リ
財
之
有
五
リ
ノ
主
顧
恩之難
忘　

兼
テ
儲

283
今
而
求
左
手
物
移
右
々
手
物
移
左
㊽
→
従
近
求
遠
従
内
問
外
←
㊽
先
念
後
相
話　

貴
哉
旦
主
希
有
哉

284　

丈
夫
云　

観
音
卅
三
云　
随
時
隨
貴
賤
道
俗
男
女
可
用
辞　

言
増
減
取
捨
随
宜　

以
上
大
略
耳

【
読
み
下
し
文
】（
278
～
284
行
）

　

今
此
ノ
堂
ハ
、
里
ノ
名
、
某
甲
ノ
郷
、
此
ノ
名
ヲ
某
ト
云
フ
。
何
ノ
故
ニ
ソ
某
郷
ト
云
フ
。
然
ル
故
ノ
本
縁
。
何
ノ
故
ニ
ソ
某
堂

ト
云
。
然
ル
故
ノ
本
縁
。
此
ノ
堂
ハ
大
旦
主
ノ
先
祖
ノ
本
願
ニ
ヨ
リ
テ
建
立
シ
タ
マ
フ
。

　

堂
モ
麗
シ
ク
厳
リ
、
仏
像
モ
美
シ
ク
造
リ
奉
ル
。
郷
モ
�オ
モ
シ
ロ怜
ク
、
寺
ノ
所
モ
吉
シ
。
井
モ
清
シ
。
水
モ
清
シ
。
夏
ノ
樹
ノ
影
モ
�

怜
ク
、
出
居
モ
吉
シ
。
経タ
タ
ズ
マ
ヒ行モ
吉
ク
、
遠
見
モ
�
怜
シ
。
駅
路
ノ
大
キ
ナ
ル
道
ノ
辺
ニ
シ
テ
物
毎
ニ
便
有
リ
云
。（
若
シ
山
・
林
・

河
ノ
辺
ナ
ラ
バ
山
・
林
・
河
ニ
附
キ
テ
云
フ
。
若
シ
城
ノ
辺
ナ
ラ
バ
城
ニ
付
キ
テ
云
フ
。）

　

末
代
ニ
ハ
雅ミ
サ
ヲナ
ル
行ワ
ザ

ヲ
修
ス
ル
コ
ト
難
シ
。
然
レ
ド
モ
物
毎ゴ
ト

ニ
了ワ
キ

々ワ
キ

シ
ク
楽ミ
ガ
ホ見
シ
ク
、
雅ミ
サ
ヲニ
次
ツ
ギ
テ
ツ
ギ
テシ
ク
行
シ
タ
マ
フ
コ
ト
有
ル
可

キ
ニ
、
此
ノ
代
ノ
行ワ
ザ

ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
昔
ノ
代
ニ
修
ヒ
習
ヒ
給
タ
ル
行
ナ
リ
。
以
上
云
々
。
財
ノ
五
リ
ノ
主
有
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
、
恩
ノ

忘
レ
難
キ
コ
ト
ヲ
顧
ミ
ル
。
兼
ネ
テ
儲
ケ
テ
、
今
ニ
シ
テ
左
ノ
手
ノ
物
ヲ
右
ニ
移
シ
、
右
手
ノ
物
ヲ
左
ニ
移
サ
ム
ト
求
ム
。（
㊽
近



一
五
六

キ
従
リ
遠
キ
ヲ
求
メ
、
内
従
リ
外
ヲ
問
フ
。）
先
ヅ
念
ヒ
テ
後
ニ
相
ヒ
話
ル
。
貴
キ
哉ヤ

旦
主
、
希
ナ
ル
哉
。

　

丈
夫
云
。
観
音
三
十
三
云
。
時
ニ
随
ヒ
、
貴
賤
道
俗
男
女
ニ
隨
ヒ
テ
辞
ヲ
用
ヰ
ル
可
シ
。
言
ノ
増
減
、
取
捨
ハ
宜
シ
キ
ニ
随
フ
。

以
上
大
略
ナ
ラ
ク
ノ
ミ
。

【
解
説
】（
278
～
284
行
）

▽
278
～
284
行　
「
大
旦
主
」
の
先
祖
が
建
立
し
た
堂
や
土
地
、
法
会
や
旦
主
を
称
賛
す
る
詞
章
。
藤
本
誠
氏
は
「
堂
賛
め
」
の
表
現

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（『
古
代
国
家
仏
教
と
在
地
社
会
―
日
本
霊
異
記
と
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
研
究
』
第
三
章
、

二
〇
一
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）。
文
案
・
文
例
で
あ
っ
た
ら
し
く
、「
里
ノ
名
、
某
甲
ノ
郷
、
此
ノ
名
ヲ
云
フ
」「
若
シ
山
・
林
・

河
ノ
辺
ナ
ラ
バ
山
・
林
・
河
ニ
附
キ
テ
云
フ
」
や
「
言
ノ
増
減
、
取
捨
ハ
宜
シ
キ
ニ
随
フ
」
な
ど
、
場
に
合
わ
せ
て
言
い
換
え
る

よ
う
に
と
い
う
指
示
が
多
い
。

【
文
意
】（
278
～
284
行
）

　

今
こ
の
堂
は
、（
里
の
名
、
某
甲
の
郷
）
こ
の
名
を
某
と
い
う
。
ど
う
し
て
某
郷
と
い
う
の
か
。（
そ
の
郷
の
本
縁
を
い
う
。）
ど

う
し
て
某
堂
と
い
う
の
か
。（
そ
の
堂
の
本
縁
を
い
う
。）
こ
の
堂
は
、
大
旦
主
の
先
祖
の
本
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

堂
も
麗
し
く
荘
厳
し
、
仏
像
も
美
し
く
造
り
申
し
上
げ
る
。
郷
も
好
所
で
、
寺
の
場
所
も
吉
い
。
井
も
清
く
、
水
も
清
ら
か
で
あ

る
。
夏
の
樹
の
陰
も
良
く
、
外
に
座
る
の
も
吉
い
。
そ
ぞ
ろ
歩
き
も
吉
く
、、
遠
見
も
素
晴
ら
し
い
。
駅
路
の
大
道
の
近
く
で
物
流
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一
五
七

の
便
が
よ
い
云
。（
も
し
山
や
山
・
林
・
河
の
辺
り
な
ら
ば
山
・
林
・
河
に
つ
い
て
言
う
。
も
し
城
の
辺
り
な
ら
ば
城
に
つ
い
て
言

う
）

　

末
代
に
は
高
雅
な
行
を
修
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
ど
の
品
物
も
見
栄
え
が
し
て
美
し
く
、
優
雅
に
順
序
正
し
く
行
を
修

し
な
さ
る
の
は
、
こ
の
今
の
世
の
行
で
は
な
い
。
昔
の
世
に
習
わ
れ
た
行
で
あ
る
。
以
上
云
々
。

　

財
物
に
は
五
人
の
主
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
執
着
せ
ず
、
恩
の
忘
れ
が
た
い
こ
と
を
顧
み
る
。
兼
ね
て
儲
け
て
、
今
に
し
て
左
の

手
の
者
を
右
に
移
し
、
右
手
の
物
を
左
に
移
そ
う
と
求
め
る
。（
㊽
近
き
よ
り
遠
き
を
求
め
、
内
よ
り
外
を
問
う
。）
ま
ず
考
え
て
か

ら
後
に
人
に
語
る
。
貴
き
か
な
、
旦
主
。
稀
な
る
か
な
。

　

丈
夫
云
。
観
音
三
十
三
云
。
時
に
随
っ
て
、
貴
賤
道
俗
男
女
に
随
っ
て
言
葉
を
用
い
る
べ
し
。
言
葉
の
増
減
、
取
捨
は
適
宜
お
こ

な
う
。
以
上
大
略
の
み
。

【
語
注
】（
278
～
284
行
）

279
�オ
モ
シ
ロ怜
ク　

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
怜
オ
モ
シ
ロ
シ
」（
法
中
八
七
）、「
�
オ
モ
シ
ロ
シ
」（
法
中
一
〇
〇
）
が
あ
る
。

280
出
居　

屋
外
、
ま
た
は
建
物
の
外
側
に
出
て
座
っ
て
い
る
こ
と
。
平
安
中
期
以
降
、「
出
居
（
い
で
ゐ
・
で
ゐ
）」
は
寝
殿
造
り
の

端
近
に
設
け
た
客
間
の
呼
称
に
な
る
。

280
経タ
タ
ズ
マ
ヒ行　

仏
典
語
の
「
経
き
ょ
う

行ぎ
ょ
う」
は
一
定
の
場
所
を
静
か
に
歩
く
こ
と
。
99
行
に
「
俳
タ
ヽ
ス
」
の
例
が
あ
り
、「
俳
」
は
「
徘
」
に

通
じ
る
た
め
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
タ
タ
ズ
ム
」「
タ
タ
ズ
マ
ヒ
」
は
「
歩
き
回
る
」
の
意
と
解
さ
れ
る
。

281
雅ミ
サ
ヲナ
ル
行ワ
ザ

ヲ　

294
行
に
も
「
美ウ
ル
ワシ
ク
雅ミ
サ
ヲナ
ル
行ワ
ザ

ヲ
」
と
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
三
縁
の
訓
釈
に
、「
風
声
三
佐
乎
」（
国



一
五
八

会
図
書
館
本
）、「
風
流
二
合
美
佐
乎
」「
気
調
三
佐
乎
」（
興
福
寺
本
）
と
、「
風
声
」「
風
流
」「
気
調
」
を
「
ミ
サ
ヲ
」
と
訓
じ
た
例

が
あ
る
。

281
楽ミ
ガ
ホ見

シ
ク　
「
み
が
ほ
し
」
は
、
見
た
い
と
思
う
こ
と
。「
小を

盾だ
て　

倭や
ま
とを

過
ぎ　

和わ

賀が

美み

賀が

本ほ

斯し

久く

迩に

波は　

葛
城　

高
宮　

我わ
ぎ
へ家

の

あ
た
り
」（『
古
事
記
』
下
巻
、
仁
徳
天
皇
）。

281
次
ツ
キ
テ
ツ
キ
テシ

ク　

他
の
文
献
に
未
見
の
語
。「
つ
ぎ
つ
」（
下
二
）
は
順
序
だ
て
て
行
う
こ
と
。「
…
子う
み

孫の
こ

の　

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に　

見

る
人
の　

語
り
都つ

芸ぎ

弖て

氐て　

聞
く
人
の　

鑑か
が
みに

せ
む
を
…
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
二
十
、四
四
六
五
、
大
伴
家
持
「
族
を
喩
し
し
歌

一
首
并
短
歌
」）。

282
財
ノ
五
リ
ノ
主
有
ル
コ
ト　

世
の
中
の
財
物
は
五
家
（
王
・
賊
・
火
・
水
・
悪
子
）
が
共
有
す
る
も
の
な
の
で
一
人
で
所
有
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
「
五
家
所
共
」（『
大
智
度
論
』
巻
第
十
三
な
ど
）
の
説
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

283
左
ノ
手
ノ
物
ヲ
右
ニ
移
シ　

出
典
未
詳
。

284
丈
夫　

釈
迦
牟
尼
仏
。

284
観
音
三
十
三　

三
十
三
観
音
。『
法
華
経
』
普
門
品
に
、
観
世
音
菩
薩
が
衆
生
救
済
の
た
め
に
三
十
三
身
と
し
て
現
れ
る
と
あ
る

の
に
も
と
づ
く
。「
こ
の
観
世
音
菩
薩
は
、
か
く
の
如
き
の
功
徳
を
成
就
し
て
、
種
種
の
形
を
以
て
、
諸
の
国
土
に
遊
び
、
衆
生

を
度す

脱く

ふ
な
り
。」（『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
八
、
観
世
音
菩
薩
普
門
品
）

【
翻
刻
】（
285
～
301
行
）
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一
五
九

285
某卑

下
言甲　

依
来
牒
旨
雖参預
法
莚
而
可
利
益
人
天
ヲ
応
供
之
徳
都
无　

蛍
ノ
昭
己
ヲ

286
勢
タ
ニ
都
无　

蠅
蚋
弱
虫
附
騏
驎
至
千
里　

蘿
薜
之
軽
蘿
附
高
松
昇
雲
天

287　
　
　

某
甲
不
顧
己
拙
賤　

仰
恃
三
寶　

大
衆
之
加
持
護
念
㊾
→　

某

288
甲
イ
无
曇
光
釈
子
馴
猛
獣
之
能　

无
羅
髻
仙
人
育
鳥
子
之
仁　

何
ナ
ニ
ヲ
為
テ
カ
尾

289
翼
而
翔
臨　
引
接
場
←
㊾
奉
仕
邯
鄲
之
雀
鸚
鵡
之
行
マ
ネ
㊿
→
可
謂　

屑ク
タ
ケ玉

盈
ト
モ

290
器
ニ
琭
ニ
カ
キ
テ
不
可
為　

砕
糸
満
ト
モ
篋
織
不
可
為
錦　

←
㊿
今
見
衆
僧　

如
阿

291
難　

如
舎
利
弗
�
→
智
嚢　

文
龍
義
虎
云　

俗
衆
←
�
内
秘
菩
薩
行　

外
現
沙
門
形
云　

男
衆
ハ

292
雖居俗
家
而
情
翹
真
道
現
受
欲
楽
而
不
着
世
法　

浮
華
之
代
想
濯
智
水
而
求

293
菩
提
薄
信
之
時
誠
馳
覚
樹
而
裹
法
糧
云　

女
衆　

雖
現
窈　

窕

ミ
ヤ
ヒ
タ
ル
古
ヤ
カ
ナ
ル

　

之
形　

興
丈
夫
之
志

294
為
世
中
之
美
ウ
ル
雅
ミ
サ
ヲ
ナ
ル
行
ワ
サ　

女
衆
之
行ミ

ワ
サ
荘カ
サ

厳シ
ツ

仏ノ

法　

女
衆
之
行　

治
家

295�

愍
人
ヲ
女
衆
之
行　

如
是
可
畏
之
衆
中ミ

而
敢
申
何
言　

加
以
秀
勝
当
代
ニ

296
高
名
有
徳　

人
中
之
龍
象　

生
界
之
福
田
ト
坐
能
化
之
聖
等

智
日
行
月
ト
坐　

弁
不
殊
懸
河
声

297
同
天
鼓
�
→
一
唱
下
鳥
再
囀
踊
ヲ
ト
ラ
魚
←
�
耶
徒
帰
正
沈
輩
獲
浮　
　

某如
是
奇
聖
在
往甲々　

内
无
智
炬

298
外
无
行
梶　

覲
昧
不
可
耀　

視
溺
オ
ホ
不
可
済
法
説
非
々
法
々
説
法　

招
妄
伝
之
罪

299
致
藍
ゑ
之
誚
ソ
シ
�
→
愧
ハ
チ
己
ニ
怖
他
←
�
然何
敢
臨
法
座

野
干
云　

羅
刹
云　

我
公
等
幾イ
ク
タ

反ヒ
カ

参
相ヒ
ヌ
ル

法
華ノ

座

300
昔
代
賢
人
七
百
丈
飛
騰
流度

沙
而
求
法
越
千
里
火
坑
求
法
�
→
←
�
何
十
里
一
里
之
間　

為
遠　

故
従
遠

301
来
時
歩
々
倍
功
徳
云　

昔
有
一
王
有
百
夫
人
无
子
云　

三
申
云　
　

一欲
聞
申
子
音

申
給
千
両
云　

仏
名
法
音
毎
聞
滅
罪
益
功
徳
云



一
六
〇

【
読
み
下
し
文
】（
285
～
301
行
）

　

卑
下
ノ
言　

某
甲
、
来
牒
ノ
旨
ニ
依
リ
テ
、
法
莚
ニ
預
リ
参
リ
テ
人
天
ヲ
利
益
ス
可
シ
ト
雖
モ
、
応
供
ノ
徳
、
都
テ
无
シ
。
蛍
ノ

己
ヲ
昭
（
照
）
ス
勢
ダ
ニ
都
テ
无
シ
。
蠅
蚋
ノ
弱
キ
虫
モ
騏
驎
ニ
附
キ
テ
千
里
ニ
至
ル
。
蘿
薜
ノ
軽
キ
蘿
モ
高
キ
松
ニ
附
キ
テ
雲
天

ニ
昇
ル
。

　

某
甲
、
己
ガ
拙
ク
賤
シ
キ
ヲ
顧
ミ
ズ
、
三
寶
ヲ
仰
ギ
恃
ミ
、
大
衆
ノ
加
持
護
念
ス
。（
㊾
某
甲
イ
、
曇
光
釋
子
ノ
猛
獣
ヲ
馴
ラ
シ

シ
能
无
ク
、
羅
髻
仙
人
ノ
鳥
子
ヲ
育
ヒ
シ
仁
无
シ
。
何ナ
ニ

ヲ
尾
翼
ト
為シ

テ
カ
翔
リ
テ
引
接
ノ
場
ニ
臨
マ
ム
。）
邯
鄲
ノ
雀
、
鸚
鵡
ノ
行マ
ネ

ヲ
仕
ヘ
奉
ラ
ム
。（
㊿
屑ク
タ

ケ
タ
ル
玉
、
器
ニ
盈
ツ
レ
ド
モ
、
琭ニ
カ

キ
テ
為ツ
ク

ル
可
カ
ラ
ズ
。
砕
ケ
タ
ル
糸
、
篋
ニ
満
ツ
レ
ド
モ
織
リ
テ
錦

ニ
為
ル
可
ラ
ズ
ト
謂
ヒ
ツ
可
シ
。）

　

今
衆
僧
ヲ
見
ル
ニ
、
阿
難
ノ
如
ク
、
舎
利
弗
ノ
如
シ
。（
�
智
嚢
、
文
龍
、
義
虎
云
。
俗
衆
）
内
ニ
ハ
菩
薩
ノ
行
ヲ
秘
メ
、
外
ニ

ハ
沙
門
ノ
形
ヲ
現
ス
云
。

　

男
ノ
衆
ハ
俗
ノ
家
ニ
居
リ
ト
雖
モ
、
情
ハ
真
ノ
道
ヲ
翹ク
ハ
ダツ
。
現
ニ
欲
楽
ヲ
受
ク
レ
ド
モ
、
世
ノ
法
ニ
着
カ
ズ
。
浮
華
ノ
代
ニ
ハ
想

ヲ
智
水
ニ
濯
キ
テ
菩
提
ヲ
求
メ
、
薄
信
ノ
時
ニ
ハ
誠
ヲ
覚
樹
ニ
馳
セ
テ
法
ノ
糧
ヲ
裹
ム
云
。

　

女
ノ
衆
ハ
窈ミ
ヤ

ビ
タ
ル
窕
ナ
古
ヤ
カナ
ル
形
ヲ
現
ス
ト
雖
モ
、
丈
夫
ノ
志
ヲ
興
シ
、
世
ノ
中
ノ
美ウ
ル
ハシ
ク
雅ミ
サ
ヲナ
ル
行ワ
ザ

ヲ
為シ

、
女
ノ
衆
ノ
行ミ
ワ
ザハ
仏
ノ

法
ヲ
荘カ
ザ

リ
厳シ
ツ
ラフ
。
女
ノ
衆
ノ
行
ハ
家
ヲ
治
メ
人
ヲ
愍
フ
。
女
ノ
衆
ノ
行
ハ
、
是
ノ
如
ク
畏
ル
可
キ
衆
ノ
中ミ
ナ
カニ
シ
テ
、
敢
ヘ
テ
何
ナ
ル

言
ヲ
カ
申
サ
ム
。

　

加
シ
カ
ノ

以ミ
ナ
ラ
ズ、
当
代
ニ
秀
デ
勝
レ
タ
ル
高
名
ノ
有
徳
ハ
、
人
中
ノ
龍
象
、
生
界
ノ
福
田
ト
坐
ス
。
能
化
ノ
聖
等
ハ
智
ノ
日
、
行
ノ
月
ト
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一
六
一

坐
ス
。
弁
ハ
懸
河
ニ
殊
ナ
ラ
ズ
。
声
ハ
天
鼓
ニ
同
ナ
リ
。（
�
一
タ
ビ
唱
フ
レ
バ
鳥
ヲ
下
シ
、
再
ビ
囀
レ
バ
魚
ヲ
踊ヲ
ド

ラ
シ
ム
。）
耶
ヨ
コ
シ
マ

（
邪
）
ナ
ル
徒
ハ
正
ニ
帰
シ
、
沈
メ
ル
輩
ハ
浮
ブ
コ
ト
獲
タ
リ
。
是
ノ
如
キ
奇
シ
キ
聖
、
往
々
ニ
シ
テ
在
ス
。
某
甲
、
内
ニ
智
ノ
炬

无
ナ
ク
、
外
ニ
行
ク
梶
无
シ
。
昧
キ
ヲ
覲
ル
ト
モ
耀テ
ラ

ス
可
カ
ラ
ズ
。
溺オ
ボ
ホル

ヲ
視
ル
ト
モ
済
フ
可
カ
ラ
ズ
。
法
ヲ
説
ク
ト
モ
法
ニ
ア
ラ

ズ
、
法
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ニ
法
ヲ
説
カ
バ
、
妄
ニ
伝
フ
ル
罪
ヲ
招
キ
、
藍
ゑ
（
竽
）
ノ
誚ソ
シ

リ
ヲ
致
サ
ム
。（
�
己
ニ
愧ハ

ヂ
他
ヲ
怖
ル
。）
然

レ
ド
モ
野
干
云
。
何
ゾ
敢
ヘ
テ
法
ノ
座
ニ
臨
マ
ム
。
羅
刹
云
、
我
公
等
、
幾イ
ク

反タ
ビ

カ
法
華
ノ
座
ニ
参
リ
相
ヒ
ヌ
ル
。

　

昔
ノ
代
ニ
賢
人
ハ
七
百
丈
ヲ
飛
ビ
騰
リ
、
流
沙
ヲ
度
リ
テ
法
ヲ
求
メ
、
千
里
ノ
火
坑
ヲ
越
エ
テ
法
ヲ
求
メ
キ
。（
�
）
何
ゾ
十

里
、
一
里
ノ
間
ヲ
遠
シ
ト
為
ム
。
故
ニ
遠
キ
従
リ
来
ル
時
ニ
ハ
、
歩
々
ニ
シ
テ
功
徳
ヲ
倍
ス
云
。

　

昔
一
リ
ノ
王
有
リ
、
百
ノ
夫
人
有
リ
シ
ニ
子
无
シ
云
。
三
タ
ビ
申
ス
云
。
子
ヲ
申
ス
声
ヲ
聞
カ
ム
ト
欲
ヒ
テ
、
一
タ
ビ
申
セ
バ
千

両
ヲ
給
フ
云
。　

仏
ノ
名
、
法
ノ
音
ハ
、
聞
ク
毎
ニ
罪
ヲ
滅
シ
功
徳
ヲ
益
ス
云
。

【
解
説
】（
285
～
301
行
）

▽
285
～
299
行　

斜
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
標
題
「
卑
下
言
」。「
某
甲
」（
法
会
の
導
師
）
が
自
ら
を
謙
遜
し
て
卑
下
し
、
衆
僧
や

法
会
の
出
席
者
を
称
賛
す
る
詞
章
。
連
絡
線
が
多
く
引
い
て
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
た
め
の
類
句
集
の
よ
う
で
あ

る
。

▽
300　

西
域
の
求
法
僧
の
故
事
を
引
き
、
遠
方
に
法
を
聴
き
に
行
く
功
徳
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

▽
301　

子
の
な
い
王
の
説
話
を
引
き
、
仏
名
法
音
を
聞
く
功
徳
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。



一
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【
文
意
】（
285
～
301
行
）

　

卑
下
の
言　

某
甲
、
書
状
の
旨
に
よ
る
と
法
会
の
導
師
と
し
て
参
上
し
て
人
天
を
利
益
す
べ
し
と
い
う
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
私
に

は
供
養
を
受
け
る
に
値
す
る
よ
う
な
徳
は
少
し
も
な
い
。
蛍
が
自
分
を
照
ら
す
だ
け
の
勢
い
も
な
い
。
し
か
し
蠅
や
蚋
の
よ
う
な
弱

い
小
虫
も
駿
馬
の
尾
に
付
い
て
千
里
を
走
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
ず
ら
の
細
い
つ
る
も
高
い
松
に
か
ら
み
つ
い
て
雲
天
に
昇
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
、
私
（
某
甲
）
は
自
分
の
拙
く
賤
し
い
こ
と
を
か
え
り
み
ず
に
、
三
寶
を
仰
ぎ
頼
み
、
こ
の
法
会
の
加
持

護
念
を
お
こ
な
う
。（
㊾　

私
（
某
甲
）
は
曇
光
釈
子
が
猛
獣
を
飼
い
馴
ら
し
た
と
い
う
よ
う
な
能
力
は
な
く
、
羅
髻
仙
人
が
頭
上

で
鳥
の
ひ
な
を
育
て
た
と
い
う
よ
う
な
仁
徳
も
な
い
。
何
を
尾
翼
と
し
て
飛
び
上
が
っ
て
引
導
の
場
に
臨
も
う
か
。）
邯
鄲
の
雀
の

よ
う
な
自
分
は
、
鸚
鵡
の
よ
う
に
ま
ね
を
し
て
仕
え
申
し
上
げ
よ
う
。（
㊿
言
う
べ
し
。
砕
け
た
玉
を
器
に
い
っ
ぱ
い
に
し
て
も
玉

に
作
り
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
細
切
れ
の
糸
を
箱
に
い
っ
ぱ
い
に
し
て
も
織
っ
て
錦
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。）

　

今
、
衆
僧
を
見
る
と
、
仏
弟
子
の
阿
難
の
よ
う
で
あ
り
、
舎
利
弗
の
よ
う
で
あ
る
。（
�
智
嚢
、
文
龍
、
義
虎
云
。
俗
衆
）
内
に

は
菩
薩
の
行
を
秘
め
て
、
外
に
は
沙
門
の
姿
を
現
し
て
い
る
云
。

　

男
衆
は
俗
人
の
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
心
は
真
の
道
を
立
て
て
い
る
。
現
世
に
五
欲
の
身
を
受
け
て
い
る
が
俗
世
の

法
に
は
執
着
し
な
い
。
浮
薄
な
時
代
に
は
心
を
智
慧
の
水
で
濯
い
で
菩
提
を
求
め
、
信
仰
の
薄
い
時
代
に
は
誠
を
菩
提
樹
に
馳
せ
て

仏
法
の
糧
を
包
む
云
。

　

女
衆
は
優
美
で
た
お
や
か
な
姿
を
現
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
丈
夫
の
志
を
興
し
、
こ
の
世
に
お
い
て
美
し
く
優
雅
な
行
い
を
す

る
。
女
衆
の
み
行わ
ざ

は
仏
法
を
荘
厳
す
る
。
女
衆
の
行
い
は
家
の
中
を
治
め
、
人
を
い
た
わ
る
。
女
衆
の
行
は
…
。
こ
の
よ
う
に
恐
れ
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六
三

多
い
方
々
の
中
で
、
わ
ざ
わ
ざ
何
を
申
し
上
げ
よ
う
か
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
当
代
に
秀
で
勝
れ
た
高
名
の
有
徳
の
人
は
、
人
中
の
龍
象
、
衆
生
界
の
福
田
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
能
化
の

聖
ら
は
智
慧
の
太
陽
、
行
の
月
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
弁
舌
は
滝
の
よ
う
に
流
れ
、
声
は
天
の
太
鼓
の
よ
う
で
あ
る
。（
�
一
た
び
唱

え
る
と
鳥
を
落
と
し
、
再
び
唱
え
る
と
魚
を
躍
り
上
が
せ
る
。）
邪
ま
な
者
た
ち
は
正
し
い
道
に
帰
り
、
苦
し
み
に
沈
む
輩
は
浮
か

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
霊
妙
な
聖
は
往
々
に
し
て
こ
の
世
に
存
在
す
る
。

　

私
（
某
甲
）
は
内
に
智
慧
の
と
も
し
び
は
な
く
、
外
に
人
を
導
く
た
め
の
舟
の
梶
が
な
い
。
暗
闇
の
中
に
い
る
者
を
見
て
も
照
ら

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
溺
れ
る
者
を
見
て
も
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
法
を
説
い
て
も
法
で
は
な
い
。
法
で
は
な
い
法
を
説
い
た
な

ら
ば
、
妄
り
に
伝
え
る
罪
を
招
き
、
分
不
相
応
で
あ
る
と
い
う
謗
り
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。（
�
自
分
に
恥
じ
他
人
を
怖
れ
る
。）
し

か
し
野
干
は
云
。
ど
う
し
て
あ
え
て
法
の
座
に
臨
も
う
か
。
羅
刹
云
、
我
公
等
、
何
度
法
華
の
座
に
参
上
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

昔
の
代
に
賢
人
は
七
百
丈
を
飛
び
騰
り
、
流
沙
を
渡
っ
て
法
を
求
め
、
千
里
の
火
坑
を
越
え
て
法
を
求
め
た
。（
�
）
ど
う
し
て

十
里
、
一
里
の
間
を
遠
い
と
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
遠
方
か
ら
来
た
と
き
は
、
そ
の
歩
み
ご
と
に
功
徳
が
倍
に
な
る
云
。

　

昔
一
人
の
王
が
い
た
。
百
人
の
夫
人
が
い
た
が
子
供
は
い
な
か
っ
た
云
。
三
回
申
す
云
。
子
を
申
す
声
を
聞
こ
う
と
願
っ
て
、
一

回
申
せ
ば
千
両
を
く
だ
さ
る
云
。　

仏
の
名
、
法
の
音
は
、
聞
く
た
び
に
罪
を
滅
し
功
徳
を
益
す
云
。

【
語
注
】（
285
～
301
行
）

285
人
天　

六
道
の
人
界
と
天
界
。
人
々
と
神
々
。

285
応
供　

供
養
や
尊
敬
に
値
す
る
者
。
聖
者
、
阿
羅
漢
。
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286
蠅
、
蚋
ノ
弱
キ
虫　

蒼
蝿
は
小
虫
な
の
で
遠
く
に
い
け
な
い
が
、
駿
馬
の
尾
に
附
い
て
い
け
ば
千
里
も
行
け
る
よ
う
に
、
凡
人
も

賢
人
に
つ
い
て
い
け
ば
功
を
た
て
ら
れ
る
と
い
う
喩
え
に
も
と
づ
く
。「
騏
驎
」
は
一
日
に
千
里
を
走
る
馬
。「
顔
淵
は
篤
学
な
り

と
雖
も
、
驥
尾
に
附
し
て
行
ひ
益
々
顕
る
。（
注
）
索
隠
曰
く
、
蒼
蝿
は
驥
尾
に
附
し
て
千
里
に
致
る
。
以
て
顔
回
の
孔
子
に
因

り
て
名
を
彰
す
に
喩
ふ
」（『
史
記
』
巻
第
六
十
、
伯
夷
列
伝
）。

286
蘿
薜
ノ
軽
蘿　

蘿
薜
は
か
ず
ら
、
つ
る
草
。
か
ず
ら
で
も
松
に
巻
き
つ
い
て
万
尋
の
高
さ
に
昇
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
喩
え
。

『
歴
代
三
宝
紀
』
に
前
項
の
蒼
蝿
と
か
ず
ら
の
比
喩
を
対
に
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。「
驥
尾
の
蝿
は
能
く
千
里
を
馳
せ
、
修
松
の

蔓
は
遂
に
万
尋
に
竦
つ
」（
巻
第
十
二
）。

288
曇
光
釈
子　

不
詳
。
虎
が
目
の
前
に
い
て
も
、
頭
に
鳥
が
巣
を
作
っ
て
も
動
じ
な
い
と
い
う
禅
定
の
喩
え
と
し
て
仏
典
に
引
か
れ

る
。
次
項
参
照
。

288
羅
髻
仙
人　

釈
尊
が
過
去
に
羅
髻
仙
人
で
あ
っ
た
と
き
に
、
禅
定
に
入
っ
て
い
る
と
鳥
が
木
と
間
違
え
て
巣
を
作
り
卵
を
産
ん

だ
。
仙
人
は
気
が
付
い
た
が
、
鳥
の
た
め
に
鳥
が
巣
立
つ
ま
で
ま
た
禅
定
に
入
っ
た
と
い
う
前
生
譚
。（『
大
智
度
論
』
巻
第

十
七
）。『
法
苑
珠
林
』
と
『
諸
経
要
集
』
に
、
曇
光
釋
子
と
羅
髻
仙
人
の
対
遇
が
見
ら
れ
る
。「
曇
光
釈
子
は
膝
前
に
猛
虎
を
降

し
、
螺
髻
仙
人
は
頂
上
に
禽
の
巣
を
宿
す
」（『
法
苑
珠
林
』
巻
第
八
十
四
、
六
度
篇
禅
定
部
、『
諸
経
要
集
』
巻
第
十
、
六
度
部

禅
定
篇
）

289
邯
鄲
の
雀　

出
典
未
詳
。「
鸚
鵡
の
ま
ね
と
い
う
の
は
、
外
面
的
な
人
ま
ね
で
本
質
上
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
軽
蔑
し
た
も
の
。

（
中
略
）
こ
の
鸚
鵡
か
ら
、「
雀
」
が
連
想
さ
れ
、「
邯
鄲
之
歩
」
が
「
邯
鄲
之
雀
」
と
な
っ
た
も
の
か
」（
中
田
書
293
頁
）。「
邯
鄲

之
歩
」
は
、
田
舎
者
が
都
会
の
邯
鄲
に
行
っ
て
歩
き
方
を
学
ん
だ
が
身
に
つ
か
ず
、
も
と
の
歩
き
方
も
忘
れ
た
と
い
う
故
事
（『
荘
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一
六
五

子
』
秋
水
篇
）。

290
琭ニ
カ

キ
テ　
「
琭
」
は
玉
の
名
。「
ニ
カ
キ
テ
」
の
仮
名
書
が
あ
る
が
、「
ニ
カ
ク
」
は
不
明
の
語
。

290
阿
難　

阿
難
陀
。
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
、
智
慧
第
一
と
い
わ
れ
た
。

291
舎
利
弗　

釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
、
多
聞
第
一
と
い
わ
れ
た
。

291
智
嚢　

智
慧
の
あ
る
者
を
称
え
る
詞
。「
智
嚢
を
日
本
の
地
に
蛻も
ぬ

け
、
奇
神
は
知
ら
ぬ
境
に
遷
る
」（『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
七

縁
）。

291
文
龍　

文
章
に
す
ぐ
れ
た
者
を
龍
に
喩
え
る
。

291
義
虎　

恩
義
を
忘
れ
な
い
者
を
虎
に
喩
え
る
。

291
内
ニ
菩
薩
ノ
行
ヲ
秘
メ　
『
法
華
経
』
で
菩
薩
の
方
便
を
説
く
偈
の
中
の
一
節
で
、
菩
薩
僧
（
大
乗
の
高
僧
）
を
讃
え
る
表
現
と

し
て
用
い
ら
れ
る
。「
内
に
菩
薩
の
行
を
秘
し　

外
に
こ
れ
声
聞
な
り
と
現
し
て
」（『
法
華
経
』
巻
第
四
、
五
百
弟
子
受
記
品
）。

「
内
に
菩
薩
の
儀
を
密
し
、
外
に
声
聞
の
形
を
現
し
た
ま
ふ
」（『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
七
縁
）。

292
翹ク
ハ
ダツ　
「
三
業
ノ
礼
ヲ
翹ク
ハ
ダテ
ヨ
」（
12
行
）
語
注
参
照
。

292
浮
華　

軽
薄
で
派
手
な
こ
と
。「
潜
、
伏
膺
し
已
り
て
後
に
浮
華
を
剪
削
し
て
本
を
崇
め
学
に
努
む
」（『
高
僧
伝
』
巻
第
四
、
竺

法
潜
伝
）

293
覚
樹　

菩
提
樹
。
釈
尊
が
そ
の
下
で
覚
り
を
ひ
ら
い
た
。

293
窈ミ
ヤ

ビ
タ
ル
窕
ナ
古
ヤ
カナ
ル
形　
「
窈
窕
」
は
『
日
本
霊
異
記
』
訓
釈
に
「
サ
ビ
」
と
あ
る
。「
時
に
彼
の
妻
紅
の
襴
染
の
裳
を
著
て
今
の
桃
花

な
り
窈さ窕
び
、
裳
を
襴
引
き
て
逝
ぬ
」（『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
三
縁
）「
窈
窕
上
音
要
反
下
音
調
反　

二
合　

佐
備
」（
興
福
寺
本
訓
釈
）
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294
雅ミ
サ
ヲナ

ル
行ワ
ザ　
「
雅ミ
サ
ヲナ

ル
行ワ
ザ

ヲ
」（
281
行
）
語
注
参
照
。

294
女
ノ
衆
ノ
行ミ
ワ
ザ　

原
文
「
行
」
の
傍
の
「
美
」
は
漢
字
と
し
て
「
美み

行わ
ざ

」
と
読
ま
ず
、
仮
名
の
接
頭
辞
「
ミ
」
と
と
る
。「「
美
」
は

漢
字
と
し
て
読
む
べ
き
で
な
く
、
片
か
な
で
、「
ミ
」
と
い
う
接
頭
語
で
あ
る
」（
中
田
書
274
頁
）

294
荘カ
ザ

リ　
「
餝カ
ザ

ル
」（
８
行
）
語
注
参
照
。

296
能
化　

他
を
教
化
す
る
者
。

296
懸
河　

傾
斜
の
あ
る
川
や
滝
。
水
の
流
れ
る
よ
う
に
滔
々
と
し
た
弁
舌
を
た
と
え
る
。

297
天
鼓　
「
天
鼓
」（
４
行
）
語
注
参
照
。

297
邪　

原
文
は
「
耶
」。

299
藍
ゑ
（
竽
）
ノ
誚ソ
シ

リ　
「
藍
ゑ
」
は
「
濫
竽
」
で
あ
ろ
う
。
斉
の
宣
王
の
故
事
で
、
不
相
応
な
位
に
付
い
て
恥
を
か
く
こ
と
を
い

う
（『
韓
非
子
』
内
儲
説
）。「
誚ソ
シ

リ
」（
275
行
）
語
注
参
照
。

299
野
干　
「
野
干
」（
246
行
）
語
注
参
照
。

299
羅
刹　

悪
鬼
の
一
種
。

299
幾イ
ク

反タ
ビ

カ　
『
日
本
書
紀
』
古
訓
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
幾
廻
」
を
「
い
く
た
び
」
と
訓
む
例
が
み
え
る
。「
然
ら
ば
一

宵
に
幾イ
ク

廻タ
ビ

喚
し
し
や
」（
雄
略
天
皇
元
年
三
月
、
前
田
本
訓
）。「
幾
廻
イ
ク
タ
ヒ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
仏
上
五
一
）。




